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﹁
変
貌
﹂
は
こ
の
書
の
テ
ー
マ
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
産

業
面
に
お
い
て
も
著
し
い
も
の
が
あ
る
︒
本
章
で
は
︑
そ
の
な
か
の
い
く

つ
か
の
顕
著
な
点
に
注
目
し
︑
個
別
に
検
証
を
進
め
て
い
き
た
い
︒

第
一
に
は
︑
近
郊
農
業
都
市
で
あ
っ
た
市
川
市
の
な
か
で
衰
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
農
業
の
う
ち
︑
特
に
水
田
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
︒
ま
た
︑

そ
の
対
照
的
な
存
在
と
し
て
︑
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
っ
た
梨
に
つ
い
て
も
記

し
て
い
き
た
い
︒

第
二
に
は
︑
か
つ
て
隆
盛
を
誇
っ
た
製
造
業
を
中
心
と
し
た
市
川
市
の

工
業
を
統
計
資
料
か
ら
そ
の
推
移
を
み
て
い
き
︑
戦
前
か
ら
市
域
の
一
大

事
業
所
で
あ
っ
た
日
本
毛
織
中
山
工
場
の
業
態
転
換
の
経
過
を
追
い
な
が

ら
︑
変
貌
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
討
し
て
い
く
︒

第
三
に
は
︑﹃
旧
市
史
﹄
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
臨
海
部
の
第
一

期
埋
立
事
業
の
の
ち
の
︑
臨
海
部
を
め
ぐ
る
経
過
と
運
動
を
取
り
上
げ
る
︒

ま
た
近
年
︑
市
川
市
の
新
た
な
顔
と
な
っ
て
い
る
通
信
販
売
な
ど
電
子
商

取
引
の
物
流
基
地
と
し
て
の
姿
も
伝
え
て
い
き
た
い
︒

第
四
に
は
︑
半
世
紀
の
間
︑
そ
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
︑
市
川
市
域
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
外
環
道
路
を
取
り
上
げ
る
︒
二
〇
一
八
（
平
成

三
〇
）
年
に
開
通
し
た
外
環
道
路
を
様
々
な
立
場
で
の
動
き
と
施
策
に
着

目
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
︒

第1節
市
川
の
農
業

1

水
田
の
消
滅

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
の
﹃
市
川
市
統
計
年
鑑
﹄
に
﹁
米
﹂（
水
稲
）

の
数
値
は
載
っ
て
い
な
い
︒
同
年
か
ら
主
要
農
作
物
の
作
付
面
積
に
関
す

る
統
計
が
統
計
書
に
載
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

だ
が
市
川
市
域
に
水
田
は
存
在
し
て
い
る
︒
米
の
生
産
高
の
掲
載
が
な

く
な
っ
た
の
と
同
じ
二
〇
一
三
年
の
﹃
市
川
市
統
計
年
鑑
﹄
に
記
さ
れ
て

い
る
農
家
組
合
別
の
水
田
統
計
（
二
〇
一
二
年
分
）
と
二
〇
〇
九
年
の
数

値
を
示
し
た
も
の
が
5
︲
1
︲
1
で
あ
る
︒

二
〇
〇
九
年
の
デ
ー
タ
を
み
て
も
︑
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
市
制

施
行
し
た
旧
市
川
市
の
エ
リ
ア
で
は
︑
宮
久
保
に
三
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑

須
和
田
に
三
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
曽
谷
に
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
国
分
実

行
に
二
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
一
定
の
水
田
が
あ
る
が
︑
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
あ
る
農
家
組
合
は
六
し
か
な
い
︒
こ
れ
が
二
〇
一
二
年
で
は
︑
五
に

減
っ
て
い
る
︒
市
川
︑
市
川
新
田
な
ど
多
く
の
農
家
組
合
で
は
︑
昭
和
五

〇
年
代
ま
で
は
水
田
面
積
の
記
載
が
あ
っ
た
が
︑
昭
和
六
〇
年
代
に
入
る
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（「農家組合別経営所有面積」『市川市統計年鑑　平成22年版』『市川市統計年鑑　平成25年版』より作成）

〔5-1-1〕農家組合別水田面積の比較（2009・2012年）

農家組合 2009年 2012年
国府台 47 47
真間 1,575
須和田 29,658 29,691
市川
市川新田
平田
大芝原
門前
古八幡 1,646 1,646
八幡
菅野 307 307
宮久保 30,323 26,672
鬼越
高石神
中山
若宮
北方第1 2,413 2,413
北方第2 7,913 6,863
北方第3 14,717 14,717
千足 17,195 9,894
国分新田 2,293 1,225
堀之内 728 728
国分実行 27,699 28,723
国分協同 9,571 7,411
東台
稲越 7,019 6,425
曽谷 26,128 25,632
下貝塚 9,876 8,117
小計（旧市川市） 189,108 170,511
大野第1
迎米 5,387 4,718
御門 21,053 18,600
御門B 2,088 2,088
大野第7 9,896 10,849
大野第8 16,669 16,669
大野第9 6,554 6,554
大野第10 1,566 880
大町第1 12,670 17,278

農家組合 2009年 2012年
大町第2 14,409 10,700
大町第3 3,358 3,358
大町第4 24,754 24,754
柏井第1 2,938 2,938
柏井第2 9,897 11,218
柏井第3 10,590 11,495
柏井第4 6,917 6,917
柏井第5 4,811 4,043
柏井第6 5,075 5,075
柏井第7 13,986 13,986
奉免 8,690 8,690
小計（旧大柏村） 181,308 180,810
大洲
大和田 1,334 3,210
稲荷木 3,104 3,104
田尻 5,155 5,155
高谷 12,961 12,961
原木 5,558 5,558
二俣 6,488 6,488
河原
下新宿
上妙典 3,376 3,229
下妙典
本塩
行徳1丁目
行徳3丁目
行徳4丁目
関ケ島
伊勢宿
小計（旧行徳町） 37,976 39,705
押切
湊
湊新田
香取
相之川 1,399 1,399
新井
新井第一共栄
小計（旧南行徳町） 1,399 1,399

飛　地 2,274 294
組合外 79,365 85,376

（㎡）
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と
︑
徐
々
に
消
え
て
い
っ
て
し
ま
い
︑
二
〇
〇
九
年
に
は
︑
旧
市
川
市
エ

リ
ア
で
は
︑
一
八
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
二
〇
一
二
年
に
は
一
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
耕
作
面
積
に
な
っ
て
い
た
︒

旧
大
柏
村
地
域
で
も
︑水
田
は
二
〇
〇
九
年
段
階
で
一
八
・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
し
か
残
っ
て
い
な
い
︒
二
〇
〇
九
年
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
水
田
が

残
る
農
家
組
合
は
七
で
︑
大
柏
地
域
全
二
〇
農
家
組
合
の
約
三
分
の
一
と

な
っ
て
い
た
が
︑
二
〇
一
二
年
に
は
九
に
増
え
て
い
る
︒
大
柏
は
畑
地
・

樹
園
地
が
多
い
地
域
で
あ
る
が
︑
農
業
振
興
地
域
で
あ
る
こ
の
地
域
で
も

市
街
化
区
域
の
市
川
地
域
と
ほ
ぼ
同
じ
水
田
面
積
し
か
な
い
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

旧
行
徳
町
地
域
の
水
田
面
積
は
︑二
〇
〇
九
年
段
階
で
三
・
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
︑
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
水
田
面
積
を
有
す
る
農
家
組
合
は
高
谷
の

一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
み
で
あ
り
︑
逆
に
水
田
面
積
の
記
載
の
な
い
農
家

組
合
は
一
〇
を
数
え
︑
全
一
七
農
家
組
合
の
六
割
を
占
め
て
い
る
︒
そ
れ

は
二
〇
一
二
年
の
デ
ー
タ
で
も
変
わ
ら
な
い
︒

旧
南
行
徳
町
地
域
の
場
合
︑
水
田
は
な
い
︑
と
い
っ
て
い
い
︒
相
之
川

に
残
る
〇
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
南
行
徳
地
域
の
水
田
の
す
べ
て
だ

か
ら
で
あ
る
︒

ま
た
︑
別
の
資
料
で
あ
る
﹃
千
葉
県
統
計
年
鑑
﹄
で
二
〇
一
〇
年
の
市

川
市
に
隣
接
す
る
他
自
治
体
の
状
況
を
み
て
み
る
と
︑
自
然
条
件
な
ど
が

同
じ
で
は
な
い
と
は
い
え
︑
船
橋
市
の
水
田
は
一
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
松

戸
市
は
一
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
︑
こ
れ
に
対
し
市
川
市
は
一
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
両
市
に
比
べ
て
一
桁
少
な
い
数
値
を
示
し
て
い
る
︒
二
〇
〇
六
年
米

の
生
産
量
（
価
格
）
は
︑
市
川
は
ゼ
ロ
で
あ
る
の
に
対
し
︑
船
橋
は
一
億

四
〇
〇
〇
万
円
︑
松
戸
は
七
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑

統
計
上
水
田
は
あ
る
が
︑販
売
用
の
米
の
生
産
は
皆
無
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

五
〇
年
前
︑
市
川
に
は
水
田
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
︒

市
川
市
の
二
〇
〇
四
年
六
月
議
会
に
お
い
て
︑経
済
部
長（
會
田
𠮷
男
）

が
︑﹁
か
つ
て
は
農
業
と
い
え
ば
稲
作
中
心
で
あ
り
ま
し
て
︑
本
市
に
お

い
て
も
市
内
全
域
で
米
が
つ
く
ら
れ
︑
本
八
幡
駅
︑
市
川
駅
周
辺
に
も
水

田
が
広
が
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
﹂
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
稲
作
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

﹁
土
地
の
地
目
別
面
積
の
推
移
﹂（﹃
市
川
市
統
計
年
鑑

昭
和
四
〇
年

版
﹄）
に
よ
れ
ば
︑
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
の
市
川
市
の
水
田
面
積

は
地
目
別
で
二
九
％
を
占
め
て
お
り
︑
土
地
利
用
の
中
で
最
大
の
項
目

だ
っ
た
︒
市
川
市
の
土
地
の
約
三
割
は
水
田
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

宅
地
面
積
は
一
一
二
七
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
土
地
利
用
の
二
一
％
）
で
水

田
に
つ
い
で
二
番
目
で
あ
る
︒

5
︲
1
︲
2
で
一
九
六
四
年
の
農
家
組
合
別
の
水
田
面
積
を
示
し
て
お

こ
う
︒

す
で
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
た
旧
市
川
市
地
域
で
も
三
四
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
が
あ
る
︒
宮
久
保
の
三
二
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
曽
谷
の
三
七
・
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（「年度別、農家組合別、経営所有面積」『市川市統計年鑑　昭和40年版』より作成）

〔5-1-2〕農家組合別水田面積（1964年）

農家組合 田（㎡）
国府台 56,427
真間 33,605
市川 66,737
市川新田 89,721
平田 58,310
大芝原 34,628
門前 28,329
古八幡 47,147
八幡 54,043
菅野 136,550
宮久保 328,634
鬼越 68,243
鬼高 22,703
高石神 47,629
中山 85,122
若宮 36,439
北方第1 72,450
北方第2 170,243
北方第3 125,801
千足 126,532
国分新田 156,605
堀之内 136,403
国分実行 237,437
国分協同 172,934
稲越 185,016
曽谷 376,821
須和田 158,419
下貝塚 152,026
東台 131,022
小計（旧市川市） 3,395,976
大野第1 91,351
大野第2，3 211,649
大野第4，5，6 233,941
大野第7 63,522
大野第8 65,854
大野第9 58,214
大野第10 45,209
御門B 15,621
大町第1 50,001
大町第2 69,131

農家組合 田（㎡）
大町第3 51,338
大町第4 93,322
柏井第1 48,334
柏井第2 63,923
柏井第3 53,705
柏井第4 64,454
柏井第5 70,813
柏井第6 46,732
柏井第7 47,846
奉免 77,541
小計（旧大柏村） 1,522,501
行徳1，2丁目 53,225
行徳3丁目 37,313
行徳4丁目 26,030
塩焼町 525,025
大洲 17,803
関ケ島 102,931
伊勢宿 147,120
下新宿 23,224
河原 117,107
大和田 134,644
稲荷木 204,737
下妙典 278,233
上妙典 420,449
田尻 300,111
高谷 645,215
原木 459,231
二俣 213,216
小計（旧行徳町） 3,705,614
押切 323,725
湊 182,436
湊新田 167,734
香取 149,842
欠真間 224,019
相之川 195,622
新井 343,021
新井第一共栄 146,416
小計（旧南行徳町） 1,732,815

飛地 36,927
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七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
は
じ
め
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
水
田
は
︑
菅
野
・
北
方
第
二
・
北
方
第
三
・

千
足
・
国
分
新
田
・
堀
之
内
・
国
分
実
行
・
国

分
協
同
・
稲
越
・
須
和
田
・
下
貝
塚
・
東
台
な

ど
一
四
農
家
組
合
が
有
し
て
い
た
︒
市
川
市
は

﹁
田
ん
ぼ
﹂
の
あ
る
都
市
だ
っ
た
︒

旧
大
柏
村
地
域
は
も
と
も
と
農
村
地
域
だ
っ

た
た
め
︑
用
水
が
可
能
な
耕
作
地
に
は
水
田
が

営
ま
れ
て
い
た
︒
旧
大
柏
村
地
域
に
は
一
五
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
あ
り
︑
市
域
農
村
部
と

し
て
の
姿
を
示
し
て
い
た
︒

ま
た
当
時
︑
市
域
最
大
の
水
田
地
帯
は
旧
行

の
で
あ
る
︒
収
穫
面
積
は
市
川
市
が
八
一
七
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
船
橋
市

が
七
二
〇
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
︑
市
川
市
の
ほ
う
が
約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
多
い
︒
水
稲
の
収
穫
量
も
市
川
市
が
三
三
二
九
ト
ン
で
︑
船
橋
が
二
七

七
六
ト
ン
と
市
川
市
の
生
産
量
が
五
五
三
ト
ン
ま
さ
っ
て
お
り
︑
現
在
と

異
な
り
お
よ
そ
五
〇
年
前
は
︑
市
川
市
は
船
橋
市
よ
り
も
水
田
面
積
が
広

く
︑
米
の
生
産
量
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
総
武
線
・
京
成
線
沿
線
を
の

ぞ
け
ば
︑
五
〇
年
前
の
市
川
市
は
水
田
の
広
が
る
農
村
都
市
で
も
あ
っ
た

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
︒

で
は
︑
水
田
は
い
つ
頃
か
ら
消
え
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

5
︲
1
︲
4
は
一
九
八
四
年
の
農
家
組
合
別
の
水
田
面
積
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
︒
前
掲
5
︲
1
︲
2
の
一
九
六
四
年
の
水
田
面
積
と
比
較
す
る

と
︑
こ
の
二
〇
年
間
で
一
〇
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
水
田
が
︑
二
〇
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
急
減
し
て
い
る
︒
市
川
市
に
あ
っ
た
水
田
の
お
よ
そ
八
割

が
消
え
た
の
で
あ
る
︒

地
域
別
に
み
る
と
︑
旧
市
川
市
地
域
で
は
七
五
％
の
水
田
が
消
え
て
い

る
︒
真
間
・
市
川
・
市
川
新
田
・
平
田
・
古
八
幡
・
八
幡
・
鬼
越
・
鬼
高
・

中
山
・
東
台
の
一
〇
の
農
家
組
合
で
は
︑
九
〇
％
以
上
の
水
田
が
消
え
た
︒

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
水
田
が
残
っ
て
い
る
の
は
宮
久
保
の
八
・
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
︑
千
足
の
六
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
国
分
新
田
の
七
・
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
︑
国
分
実
行
の
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
国
分
協
同
の
五
・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
︑
稲
越
の
八
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
曽
谷
の
九
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
下
貝

〔5-1-3〕水稲の収穫量（1964年）

収穫面積（ha） 収穫量（ｔ）
市川市 817.2 3329
船橋市 720.7 2776

（「市町村別主要農作物収穫面積および収穫量」『千葉県統計年鑑　
昭和40年版』より作成）

徳
町
地
域
・
旧
南
行
徳
町
地
域
で
あ
り
︑
こ
の
地
に
は
合
わ
せ
て
五
四
三
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
︒
高
谷
の
六
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
︑
塩
焼
町
の
五
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
は
じ
め
︑
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
水
田
は
旧
行
徳
町
地
域
で
は
︑
関
ケ
島
・
伊
勢
宿
・
河
原
・
大
和
田
・

稲
荷
木
・
下
妙
典
・
上
妙
典
・
田
尻
・
原
木
・
二
俣
の
一
二
︑
旧
南
行
徳

町
地
域
で
は
八
つ
す
べ
て
の
農
家
組
合
が
有
し
て
い
た
︒
行
徳
・
南
行
徳

に
は
一
面
の
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

5
︲
1
︲
3
は
︑﹃
千
葉
県
統
計
年
鑑
昭
和
四
〇
年
版
﹄
に
よ
る
一
九

六
四
年
の
市
川
市
と
船
橋
市
の
水
稲
の
収
穫
面
積
と
収
穫
量
を
示
し
た
も
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（「29 年度別、農家部落別、経営所有面積（各年8月1日現在）」『市川市統計年鑑　昭和60年版』より作成）

〔5-1-4〕農家組合別水田面積（1984年）

農家組合 田（㎡）
国府台 12,619
真間 3,143
市川 6,597
市川新田 3,344
平田 －
大芝原 4,315
門前 9,718
古八幡 －
八幡 3,441
菅野 16,655
宮久保 85,883
鬼越 2,660
鬼高 －
高石神 4,849
中山 6,524
若宮 8,374
北方第1 18,188
北方第2 42,601
北方第3 42,335
千足 68,132
国分新田 77,543
堀之内 14,856
国分実行 85,867
国分協同 51,318
稲越 79,738
曽谷 95,944
須和田 48,778
下貝塚 57,593
東台 －
小計（旧市川市） 851,015
大野第1 6,827
迎米 60,936
御門 75,668
御門B 3,054
大野第7 39,152
大野第8 42,784
大野第9 22,872
大野第10 14,564
大町第1 22,597

農家組合 田（㎡）
大町第2 13,221
大町第3 20,270
大町第4 28,054
柏井第1 28,283
柏井第2 44,550
柏井第3 34,584
柏井第4 33,681
柏井第5 36,244
柏井第6 29,383
柏井第7 25,576
奉免 37,298
小計（旧大柏村） 619,598
行徳1，2丁目 736
行徳3丁目 －
行徳4丁目 3,132
塩焼町 13,924
大洲 2,555
関ケ島 2,831
伊勢宿 1,024
下新宿 －
河原 5,167
大和田 12,392
稲荷木 24,799
下妙典 124,034
上妙典 119,278
田尻 44,675
高谷 92,703
原木 111,773
二俣 27,121
小計（旧行徳町） 586,144
押切 11,974
湊 1,653
湊新田 263
香取 545
欠真間 －
相之川 3,589
新井 11,904
新井第一共栄 452
小計（旧南行徳町） 30,380

飛地 23,412
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〔5-1-5〕行徳地域のハス田
（市立市川自然博物館蔵）

塚
の
五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
八
つ
の
農
家
組
合
だ
け
で
あ
る
︒

旧
大
柏
村
地
域
で
も
六
〇
％
の
水
田
が
な
く
な
っ
て
い
る
︒

そ
し
て
最
も
水
田
の
消
滅
が
多
か
っ
た
の
が
︑
か
つ
て
市
川
市
域
で
最

大
の
水
田
地
帯
を
誇
っ
て
い
た
旧
行
徳
町
・
旧
南
行
徳
町
地
域
で
あ
っ
た
︒

両
地
域
で
市
域
の
半
分
以
上
を
占
め
た
水
田
が
八
九
％
消
滅
し
︑
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
水
田
は
︑
下
妙
典
・
上
妙
典
・
高
谷
・
原
木
の
四
つ
の
農

家
組
合
の
み
で
︑
か
つ
て
す
べ
て
の
農
家
組
合
で
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
水
田
を
有
し
て
い
た
旧
南
行
徳
町
地
域
に
は
ひ
と
つ
も
な
い
︒
旧
南
行

徳
町
地
域
の
す
べ
て
の
水
田
面
積
を
合
わ
せ
て
も
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
い
る
︒
行
徳
・
南
行
徳
の
水
田
の
消
滅
は
市
川
市
の
市
域

変
貌
の
象
徴
的
姿
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

水
田
ば
か
り
で
な
く
︑
種
々
の
農
作
物
も
減
少
し
て
い
る
が
︑
そ
れ
を

顕
著
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が
統
計
デ
ー
タ
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
﹃
市
川
市

統
計
年
鑑
﹄
に
レ
ン
コ
ン
の
作
付
面
積
と
生
産
量
の
統
計
数
値
が
記
載
さ

れ
な
く
な
る
の
が
一
九
八
六
年
か
ら
で
あ
る
︒
前
年
の
一
九
八
五
年
に
は
︑

作
付
面
積
五
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
生
産
量
五
八
・
三
ト
ン
と
い
う
数
字
が

載
っ
て
い
る
︒
数
値
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
水
稲
・
梨
・
ダ
イ
コ
ン
・

ネ
ギ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
で
あ
る
︒
同
年
か
ら
レ
ン
コ
ン
と
と

も
に
数
値
の
記
載
が
な
く
な
っ
た
農
作
物
は
︑
イ
チ
ゴ
・
エ
ダ
マ
メ
・
カ

ブ
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ハ
ク
サ
イ
・
ナ
ス
・
ト
マ
ト
で
︑
こ
れ
は
調
査
項
目
の

変
更
を
理
由
と
し
て
い
る
︒



第１節　市川の農業

245

市
川
市
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
と
以
下
の
よ
う
な
状
況

で
あ
る
︒

二
〇
一
〇
年
段
階
で
市
川
市
の
農
家
数
は
五
三
三
戸
︑
う
ち
農
産
物
を

販
売
し
な
い
農
家
は
二
六
・
六
％
に
の
ぼ
り
︑
経
営
耕
地
が
三
〇
ア
ー
ル

未
満
農
家
は
二
九
・
八
％
を
占
め
て
い
る
︒
二
〇
一
六
年
段
階
で
農
業
経

営
を
軸
に
農
業
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
﹁
認
定
農
業
者
﹂
は
五
六
人
で

あ
る
︒
市
川
市
の
有
業
者
人
口
と
比
べ
れ
ば
︑
市
域
か
ら
農
業
が
消
え
よ

う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
数
値
で
あ
る
︒

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
︑
梨
生
産
だ
け
が
突
出
し
て
い
て
︑
二
〇
〇

六
年
度
の
梨
の
結
果
樹
面
積
（
当
該
年
に
果
樹
を
収
穫
で
き
る
面
積
）
は

二
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
千
葉
県
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
︒
梨
の
生
産
地
は

大
町
・
大
野
町
・
柏
井
町
を
中
心
に
︑
宮
久
保
・
曽
谷
・
下
貝
塚
・
稲
越

町
・
北
方
町
・
北
国
分
な
ど
市
域
の
北
部
で
あ
る
︒

市
域
の
農
地
は
︑
二
〇
一
四
年
の
耕
地
面
積
四
〇
七
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑

う
ち
未
利
用
農
地
は
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
遊
休
農
地
比
率
は
一
一
％
と
な

っ
て
い
る
︒
市
域
の
一
割
強
の
農
地
が
耕
作
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
︒
二
〇
〇
七
年
十
二
月
市
議
会
定
例
会
で
は
︑

（
遊
休
地
は
）
主
に
北
部
を
中
心
に
点
在
し
︑
特
に
河
川
に
沿
っ
て

多
く
見
受
け
ら
れ
︑
以
前
は
水
田
で
あ
っ
た
農
地
が
遊
休
化
し
た
も

の
と
考
え
ま
す
︒
遊
休
農
地
の
発
生
原
因
と
し
ま
し
て
は
︑
農
家
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
︑
さ
ら
に
は
米
の
生
産
調
整
や
河
川
等
の
用

水
の
水
質
汚
濁
に
よ
る
営
農
環
境
の
悪
化
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
︒
遊

休
農
地
が
増
加
し
ま
す
と
雑
草
が
繁
茂
し
︑
害
虫
の
発
生
原
因
に
も

な
り
︑
周
辺
農
地
の
営
農
環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
︑

ご
み
の
不
法
投
棄
の
対
象
と
な
り
︑
都
市
の
景
観
や
住
環
境
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
︒

と
︑
経
済
部
長
（
小
安
政
夫
）
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
︑
こ
の
遊
休
農
地

は
︑
農
業
従
事
者
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
だ
け
で
な
く
︑
市
域
の
変
貌

に
も
関
わ
っ
て
発
生
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
同
時
に

不
耕
作
地
の
増
加
が
新
た
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る

の
で
あ
る
︒

2

市
川
の
梨

八
幡
梨

市
川
市
域
の
農
業
で
︑
現
在
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
梨
栽
培
で

あ
る
︒
そ
の
起
源
は
﹃
旧
市
史
﹄
第
四
巻
に
よ
れ
ば
︑
江
戸
時
代
の
天
明

年
間
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
）
に
︑
八
幡
の
川
上
善
六
と
い
う
人
物
が
︑

美
濃
国
（
現
・
岐
阜
県
）
で
梨
の
樹
枝
を
も
ら
い
受
け
︑
八
幡
に
持
ち
帰

っ
て
導
入
し
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
︒
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〔5-1-6〕川上翁遺徳碑（葛飾八幡宮境内）
（個人蔵）

葛
飾
八
幡
宮
境
内
に
は
︑5
︲
1
︲
6
に
あ
る
よ
う
に
︑一
九
一
五
（
大

正
四
）
年
に
建
て
ら
れ
た
︑﹁
川
上
翁
遺
徳
碑
﹂
と
い
う
記
念
碑
が
現
存

し
て
お
り
︑
そ
こ
に
は
︑
八
幡
町
を
は
じ
め
︑
市
川
町
・
中
山
村
・
行
徳

町
・
大
柏
村
・
八
柱
村
（
現
・
松
戸
市
）・
高
木
村
（
現
・
松
戸
市
）
の

有
志
者
や
︑
東
京
の
神
田
や
浜
町
な
ど
︑
市
場
の
有
志
者
の
名
前
が
寄
付

金
額
と
と
も
に
刻
ま
れ
て
い
る
︒

梨
の
栽
培
が
八
幡
町
の
み
な
ら
ず
近
隣
の
地
域
に
普
及
し
︑
東
京
市
場

へ
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
と
も
に
︑
そ
の
先
駆
者
で
あ
っ

た
の
が
川
上
善
六
で
︑
こ
の
よ
う
な
顕
彰
碑
が
建
て

ら
れ
た
と
い
え
よ
う
︒

以
下
︑
市
川
市
域
の
梨
に
つ
い
て
︑
渡
辺
新
﹁
都

市
近
郊
農
業
と
果
樹
園
経
営
の
展
開
︱
市
川
市
域

に
お
け
る
苺
・
蓮
根
・
梨
栽
培
の
展
開
︱
﹂
に
依

拠
し
て
起
源
か
ら
戦
前
・
戦
後
期
を
概
観
し
て
い
く
︒

八
幡
梨
の
産
地
は
︑
市
川
町
・
八
幡
町
・
中
山
町

に
ま
た
が
る
砂
州
地
帯
と
さ
れ
て
い
る
︒
一
九
一
八

年
に
千
葉
県
が
発
行
し
た﹃
千
葉
県
物
産
販
路
要
覧
﹄

に
よ
れ
ば
︑県
内
の
梨
の
主
産
地
は
︑東
葛
飾
郡
（
二

町
二
村
）・
市
原
郡
（
一
町
二
村
）・
安
房
郡
（
二
村
）・

長
生
郡（
二
村
）・
匝
瑳
郡（
一
村
）
で
あ
り
︑
な
か

で
も
東
葛
飾
郡
の
内
訳
は
︑
市
川
町
・
八
幡
町
・
中

山
村
・
大
柏
村
で
︑
い
ず
れ
も
現
在
の
市
川
市
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

販
路
の
項
目
で
は
︑﹁
本
品
東
葛
飾
郡
産
ハ

主
ト
シ
テ
神
田
︑
京
橋
︑

濱
町
及
本
所
等
ノ

青
物
市
場
ニ

仕
向
ケ
ラ
レ

又
産
地
ノ
女
子
ニ

依
リ
テ
棒
テ
売
セ
ラ
ル
﹂
と
あ
り
︑
東
葛
飾
郡
産
の
多
く
が
東
京
の
市
場

に
仕
向
け
ら
れ
︑
直
接
売
り
に
行
く
者
の
記
述
も
あ
り
︑
地
の
利
を
生
か

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

ま
た
︑競
争
品
及
嗜
好
の
項
目
に
は
︑﹁
東
京
市
場
ニ
ハ
本
縣
産
以
外
ニ
︑

東
京
府
荏
原
郡
産
︑
神
奈
川
縣
橘
樹
郡
産
及
静
岡
縣
富
士
郡
産
等
現
ハ
ル
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ル
ト
雖
モ
︑
本
縣
東
葛
飾
郡
八
幡
地
方
ニ
産
ス
ル
モ
ノ
ハ

出
盛
期
ニ

於
テ
ハ
殆
ト
東
京
市
場
ノ
大
半
ヲ
占
領
シ
︑
其
品
質
良
好
ナ
ル
ヲ
以
テ

嗜
好
セ
ラ
ル
﹂
と
記
さ
れ
︑
大
正
期
に
お
け
る
八
幡
梨
は
︑
品
質
が
良
好

で
評
判
も
良
く
︑
東
京
市
場
で
の
盛
況
振
り
が
う
か
が
え
る
︒

し
か
し
︑
一
九
一
九
年
に
完
工
し
た
﹁
八
幡
町
外
九
カ
町
村
耕
地
整
理

組
合
﹂
に
よ
る
大
規
模
な
耕
地
整
理
や
︑
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に

よ
る
東
京
方
面
な
ど
か
ら
の
人
口
流
入
に
よ
り
︑
市
川
町
・
八
幡
町
・
中

山
村
で
は
宅
地
化
が
進
み
︑
水
田
や
梨
畑
が
減
少
し
て
い
く
︒
市
川
町
内

の
市
川
新
田
付
近
の
梨
は
国
分
村
下
貝
塚
に
移
植
さ
れ
︑
集
約
的
な
イ
チ

ゴ
栽
培
へ
と
転
換
し
た
農
家
が
あ
っ
た
り
︑
八
幡
町
で
は
︑
一
九
二
〇
年

に
八
町
六
反
二
畝
あ
っ
た
梨
の
作
付
面
積
は
︑
一
九
三
三
年
に
は
三
町
三

反
五
畝
に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
︒

八
幡
梨
の
産
地
に
は
︑
宅
地
や
工
場
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
都
市
化
が
は

じ
ま
っ
て
お
り
︑
ま
た
︑
不
在
・
在
村
地
主
の
多
く
が
土
地
区
画
整
理
事

業
の
関
係
地
主
で
︑
積
極
的
に
都
市
化
を
推
進
し
て
い
っ
た
︒
そ
の
一
方

で
︑
一
九
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
栽
培
を
拡
大
し
て
い
っ

た
の
が
大
柏
村
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

大
柏
地
域
の
梨
栽
培
（
戦
前
期
）

大
柏
村
の
梨
栽
培
の
起
源
に
つ
い
て
は
︑
大
柏
村
青
年
団
が
一
九
一
七

年
頃
に
発
行
し
た
﹁
大
柏
青
年
団
報
﹂
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
野

梨
の
沿
革
に
よ
れ
ば
︑
一
八
〇
五
（
文
化
二
）
年
頃
に
︑
松
丸
六
左
衛
門

と
い
う
人
物
が
︑
稲
荷
木
村
よ
り
︑
オ
カ
マ
・
山
丸
・
小
大
々
と
い
う
三

品
種
の
梨
樹
を
購
入
し
試
植
し
た
結
果
︑
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
栽
培

の
普
及
が
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
︒

一
八
三
三
（
天
保
三
）
年
前
後
に
は
︑
淡
雪
・
小
雪
・
平
子
と
い
う
品

種
の
栽
培
や
︑
大
師
河
原
村
（
現
・
川
崎
市
）
の
梨
栽
培
地
域
を
視
察
し

た
こ
と
に
よ
り
︑
梨
栽
培
は
大
野
地
域
に
お
け
る
産
業
の
副
業
に
な
っ
て

い
る
︒

そ
の
後
も
様
々
な
品
種
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
︑
一
八
六
七
（
慶

応
三
）
年
に
は
︑
板
橋
弥
兵
衛
・
板
橋
利
右
衛
門
と
い
う
人
物
が
︑
大
師

河
原
の
栽
培
家
喜
右
衛
門
よ
り
︑
中
屋
・
新
中
・
赤
穂
・
幸
蔵
な
ど
の
品

種
を
移
植
し
︑
栽
培
面
積
が
一
〇
町
歩
ほ
ど
に
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
︒
こ
の
時
期
の
販
路
は
︑
松
戸
・
流
山
・
木
下
や
︑
現
在
の
埼
玉

県
域
と
な
る
吉
川
・
草
加
・
越
谷
な
ど
の
宿
場
で
あ
っ
た
︒

明
治
期
に
な
る
と
東
京
方
面
へ
進
出
す
る
よ
う
に
な
り
︑一
八
九
六（
明

治
二
九
）
年
に
は
︑
大
師
河
原
村
よ
り
︑
長
十
郎
・
独
逸
と
い
っ
た
品
種

を
栽
植
し
栽
培
面
樹
を
拡
大
し
て
い
る
︒
5
︲
1
︲
7
は
︑
大
野
梨
の
沿

革
の
一
部
で
あ
る
︒

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
発
行
さ
れ
た
﹃
大
柏
郷
土
誌
Ⅱ
﹄
に
よ
れ

ば
︑
産
業
の
項
で
︑﹁
大
抵
ノ
農
家
ニ
於
テ
ハ

園
藝
的
作
物
ノ
栽
培
ヲ

ナ
ス
殊
ニ
果
樹
ノ
栽
培
ハ
近
年
著
シ
キ
進
歩
ヲ
ナ
シ
随
ッ
テ
其
ノ
産
額
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〔5-1-7〕大野梨の沿革の一部
（板 稔夫氏蔵）

モ
頓
ニ

増
加
ヲ
示
セ
リ
︑
果
樹
ニ

ア
リ
テ
ハ

梨
ヲ
最
ト
シ
葡
萄
之

ニ
次
グ
︒
桃
︑梅
︑柿
︑覆
盆
子
ノ
類
亦
漸
ク
盛
ナ
ラ
ン
ト
シ
ツ
ツ
ア
リ
﹂

と
記
さ
れ
︑
多
く
の
農
家
が
果
樹
栽
培
に
従
事
し
︑
最
も
多
か
っ
た
の
が

梨
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
ち
な
み
に
︑
覆
盆
子
と
い
う
の
は
イ

チ
ゴ
の
こ
と
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
そ
の
一
方
で
︑﹁
園
藝
的
作
物
ノ
栽
培
ニ

全
力
ヲ
注
グ
ノ

結
果
稲
作
ノ
如
何
ヲ
顧
ル
暇
ナ
キ
ニ
モ
ヨ
ル
ナ
ル
ベ
シ
﹂
と
︑
稲
作
が

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
も
あ
っ
た
︒

販
路
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
多
く
は
東
京
市
場
に
送
ら
れ
て
い
た
が
︑
茨

城
県
や
埼
玉
県
に
送
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
︑
運
搬
に
つ
い
て
は
︑
東
京
方

面
に
は
︑
船
・
荷
馬
車
・
荷
車
が
使
わ
れ
︑
そ
の
日
に
荷
造
り
し
た
製
品

は
翌
朝
の
市
場
に
出
す
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
茨
城
・
埼
玉
方

面
に
は
主
に
駄
馬
を
用
い
て
い
た
︒
ち
な
み
に
︑
荷
造
り
に
は
︑
二
二
・

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
か
ご
で
あ
る
六
貫
目
籠
に
入
れ
︑
マ
コ
モ
を
編
ん
で
敷

い
た
菰
敷
と
し
て
い
る
︒

梨
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
大
き
な
理
由
と
し
て
も
う
一
つ
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
は
︑
栽
培
組
合
の
結
成
で
あ
る
︒﹁
大
柏
青
年
団
報
﹂
第
二
号
に
よ

れ
ば
︑
大
野
果
物
栽
培
組
合
が
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
結
成
さ
れ
て

お
り
︑
農
事
改
良
に
努
め
て
い
く
が
︑
重
点
を
置
い
た
こ
と
は
︑
病
虫
害

の
防
除
・
肥
料
の
共
同
購
入
・
品
種
改
良
・
主
産
地
お
よ
び
各
市
場
な
ど

へ
の
視
察
・
品
評
会
で
あ
っ
た
︒
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〔5-1-8〕石井兼吉「植物育成原簿」の一部
（石井元彦氏蔵）

組
合
に
つ
い
て
︑
結
成
時
の
一
九
一
三
年
と
一
九
一
七
年
を
比
較
す
る

と
︑
会
員
数
は
結
成
時
の
三
四
名
か
ら
四
三
名
に
増
え
︑
栽
培
面
積
は
二

〇
町
二
反
歩
か
ら
二
七
町
二
反
八
畝
歩
と
増
加
し
︑
収
入
高
は
二
万
三
〇

〇
〇
円
余
か
ら
七
万
円
余
に
増
加
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
個
人
で
も
︑
迎
米
（
現
・
大
野
町
二
丁
目
）
の
石
井
兼
吉
が
︑

当
時
松
戸
町
に
所
在
し
た
千
葉
県
農
事
試
験
場
（
現
・
千
葉
県
農
林
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
通
い
︑
栽
培
や
交
配
の
技
術
を
学
び
品
種
改
良
に
成

功
す
る
︒
そ
の
梨
は
大
変
有
望
な
品
種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
︑
同
試
験

場
に
お
い
て
︑
一
九
二
一
年
に
石
井
早
生
と
命
名
さ
れ
る
︒

石
井
早
生
は
販
売
に
有
利
な
八
月
上
旬
こ
ろ
に
出
荷
が
で
き
︑

果
実
が
大
き
く
収
量
も
多
く
品
質
外
観
と
も
に
優
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
︑全
国
的
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
広
く
栽
培
さ
れ
た
︒

5
︲
1
︲
8
は
︑
石
井
兼
吉
が
作
成
し
た
﹁
植
物
育
成
原

簿
﹂
の
一
部
で
︑
石
井
早
生
が
描
か
れ
て
い
る
︒

そ
の
後
さ
ら
に
優
秀
な
早
生
品
種
が
開
発
さ
れ
︑
石
井
早

生
の
栽
培
面
積
は
減
少
し
て
い
く
が
︑大
野
町
二
丁
目
に
あ
る

石
井
家
の
梨
畑
に
は
保
存
樹
と
し
て
原
木
が
残
さ
れ
て
い
る
︒

大
柏
地
域
の
梨
栽
培
（
戦
後
期
）

昭
和
戦
前
期
か
ら
梨
栽
培
を
主
導
し
た
の
は
︑
自
作
の
地

主
層
と
自
作
農
上
層
の
人
々
で
︑
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
り
︑

こ
れ
ら
の
階
層
の
人
々
の
自
作
農
化
が
進
ん
だ
と
い
う
︒
大
柏
村
は
︑
一

九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
十
一
月
に
市
川
市
と
合
併
し
て
お
り
︑
大
柏
は

市
川
市
に
お
け
る
梨
栽
培
の
最
も
盛
ん
な
地
域
と
な
っ
た
︒

そ
し
て
︑
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
二
年
の
間
︑
市
内
の
総
農
家
戸
数

は
三
〇
八
七
戸
か
ら
一
八
九
一
戸
と
大
き
く
減
少
す
る
が
︑
果
樹
園
栽
培

農
家
戸
数
は
四
四
五
戸
か
ら
四
一
九
戸
へ
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
果
樹
園
の
面
積
は
︑
一
万
三
三
五
九
ア
ー
ル
か
ら
一
万
八
四
六

八
ア
ー
ル
へ
と
増
大
し
て
お
り
︑
特
に
大
野
の
迎
米
で
は
︑
経
営
規
模
が
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〔5-1-9〕迎米共同選果場

一
〇
〇
～
一
五
〇
ア
ー
ル
︑
一
五
〇
～
二
〇
〇
ア
ー
ル
の
農
家
の
多
く
が
︑

普
通
畑
を
果
樹
園
化
し
て
︑
水
田
を
売
却
し
な
が
ら
も
果
樹
園
経
営
へ
の

特
化
お
よ
び
専
門
化
を
進
め
て
い
る
︒

梨
栽
培
の
共
同
化
に
つ
い
て
は
︑市
川
市
で
は
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
が
︑

一
九
六
二（
昭
和
三
七
）年
か
ら
一
九
六
九
年
の
間
︑
市
内
で
は
︑
大
町
第

一
出
荷
組
合
・
下
貝
塚
梨
業
組
合
・
市
川
市
農
協
・
殿
台
梨
組
合
に
よ
る

四
か
所
の
共
同
選
果
場
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
共
同
化
が
進
み
︑
な
か
で
も

一
九
六
五
年
に
市
川
市
農
協
が
迎
米
に
設
置
し
た
選
果
場
（
迎
米
共
同
選

果
場
）
は
︑
利
用
戸
数
八
五
戸
︑
面
積
八
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
︑
生
産
量
二
〇

〇
〇
ト
ン
︑
一
日
当
た
り
の
選
果
能
力
が
二
二
・
五
ト
ン
で
最
も
規
模
の

大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
5
︲
1
︲
9
は
︑
選
果
場
の
様
子
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
迎
米
で
は
︑
こ
の
頃
か
ら
宅
地
化
が
進
み
︑
梨
栽
培

の
農
業
環
境
が
悪
化
し
た
︒
た
と
え
ば
︑
梨
の
収
穫
量
を
減
ら
し
︑
実
を

奇
形
化
さ
せ
る
﹁
ナ
シ
赤
星
病
﹂
が
発
生
し
︑
そ
の
原
因
が
︑
移
住
者
が

庭
木
な
ど
に
持
ち
込
ん
だ
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
が
病
害
の
媒
介
に
な
る
こ
と
か

ら
︑
そ
れ
に
対
処
す
る
農
家
の
薬
剤
散
布
が
住
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る

と
い
っ
た
︑
栽
培
農
家
と
住
民
と
の
対
立
が
生
じ
る
事
態
な
ど
が
起
き
て

い
る
︒
市
川
市
で
は
︑
一
九
七
六
年
に
県
内
で
い
ち
早
く
﹁
市
川
な
し
赤

星
病
条
例
﹂
を
制
定
し
︑
市
内
に
植
栽
規
制
区
域
を
設
定
し
て
お
り
︑
大

柏
地
域
は
す
べ
て
対
象
区
域
と
な
っ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
状
況
下
︑
迎
米
の
農
家
を
中
心
に
︑
大
野
や
柏
井
地
域
の
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農
家
に
よ
る
北
総
果
樹
組
合
が
結
成
さ
れ
︑
一
九
七
〇
年
に
︑
香
取
郡
下

総
町
七
沢
地
区
で
梨
の
栽
植
が
行
わ
れ
︑
通
勤
耕
作
と
い
う
も
の
が
成
立

す
る
︒
ま
た
︑
大
町
で
も
急
激
な
梨
栽
培
環
境
の
悪
化
を
予
測
し
︑
北
総

果
樹
第
二
組
合
が
結
成
さ
れ
︑
一
九
七
一
年
に
香
取
郡
栗
源
町
荒
北
地
区

で
栽
植
が
行
わ
れ
た
︒

大
町
地
域
に
つ
い
て
は
︑
一
九
七
〇
年
に
な
る
と
︑
果
樹
園
の
面
積
で

は
迎
米
を
上
回
り
︑
大
町
共
有
地
管
理
委
員
会
﹃
大
町
を
ひ
ら
い
た
人
び

と
﹄
に
よ
れ
ば
︑
一
九
七
五
年
代
頃
か
ら
︑
個
々
の
梨
栽
培
農
家
が
共
同

出
荷
と
は
別
に
梨
の
直
接
販
売
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
︒
数
十
件
の
農
家

が
大
町
の
メ
イ
ン
道
路
で
あ
る
国
道
四
六
四
号
線
沿
い
に
店
を
出
し
た
こ

と
に
よ
り
︑﹁
大
町
梨
街
道
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
︒

大
町
梨
業
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
﹁
大
町
梨
街
道
﹂
に
は
︑
二

〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
に
︑
公
募
で
梨
街
道
と
い
う
名
称
が
決
定
し
︑

街
道
に
つ
い
て
は
︑﹁
大
町
を
通
る
国
道
四
六
四
号
周
辺
に
は
梨
農
家
が

多
く
点
在
し
︑
梨
の
季
節
に
な
る
と
店
頭
で
の
販
売
も
華
や
か
に
な
り
︑

多
く
の
梨
購
入
客
で
賑
わ
う
梨
の
一
大
産
地
と
し
て
全
国
で
も
有
名
で

す
︒﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

大
町
梨
業
組
合
は
約
六
〇
の
農
家
が
参
加
し
︑﹁
梨
の
安
全
性
と
美
味

し
さ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
︑
梨
の
流
通
や
他
組
織
と
の
円
滑
な
交
流
︑
ま

た
梨
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
全
般
の
為
組
織
さ
れ
て
﹂
い
る
と
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
る
︒
5
︲
1
︲
01
は
梨
街
道
の
様
子
で
︑
5
︲
1
︲
11
は
街
道
の

〔5-1-11〕大町梨街道の道路標識
（個人蔵）

〔5-1-10〕大町梨街道の様子
（個人蔵）
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〔5-1-12〕「市川のなし」と記されたダンボール箱

道
路
標
識
で
あ
る
︒

現
在
の
市
域
に
お
け
る
梨
の
販
売
は
直
売
が
盛
ん
で
︑﹁
J
A
い
ち
か

わ
直
売
所
マ
ッ
プ
﹂
に
よ
れ
ば
︑
梨
を
扱
う
直
売
所
の
町
ご
と
の
店
の
数

は
︑
旧
大
柏
村
域
で
は
︑
大
町
五
五
軒
・
大
野
三
〇
軒
・
柏
井
八
軒
・
奉

免
一
軒
で
︑
旧
国
分
村
域
で
は
︑
曽
谷
八
軒
・
下
貝
塚
五
軒
・
稲
越
三
軒
・

北
国
分
二
軒
・
国
分
一
軒
・
堀
之
内
一
軒
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
他
は
︑

旧
中
山
町
域
が
︑
北
方
五
軒
︑
八
幡
町
域
が
︑
宮
久
保
二
軒
・
八
幡
一
軒
︑

市
川
町
域
が
︑
国
府
台
一
軒
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
多
く
は
旧
大
柏
村
域

で
︑
特
に
大
町
の
店
舗
数
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
市
域
の
北
部
で
梨
栽
培
が

盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

こ
の
よ
う
な
状
況
下
︑
市
川
市
や
︑
そ
の
周
辺
で
栽
培
さ
れ
る
梨
が
︑

そ
の
知
名
度
や
歴
史
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
︑
二
〇
〇
七
年
八
月
三

日
に
︑﹁
市
川
の
梨
﹂
お
よ
び
﹁
市
川
の
な
し
﹂
と
し
て
地
域
団
体
商
標

登
録
を
受
け
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
特
許
庁
に
よ
る
登
録
制
度
で
︑
地
域
団

体
と
い
う
の
は
︑
こ
こ
で
は
﹁
J
A
い
ち
か
わ
﹂
の
こ
と
で
︑
こ
の
制
度

は
︑
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
事
業
者
の
信

用
維
持
を
図
り
︑
産
業
協
力
の
強
化
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒

5
︲
1
︲
21
は
︑﹁
市
川
の
な
し
﹂
と
記
さ
れ
た
梨
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
で
︑
現
在
︑
市
川
市
域
で
は
︑
早
生
品
種
の
幸
水
を
皮
切
り
に
豊
水
・

あ
き
づ
き
・
新
高
な
ど
の
品
種
が
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
︒
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20,000

15,000

10,000

5,000

0
1966 1975 1986 1996 2006

（事業所）

（年）

市川市 船橋市 松戸市

第2節
産
業
の
変
容

1

事
業
所
数
の
推
移

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
に
お
け
る
市
川
市
の
事
業
所
数
は
一
万
二

四
五
六
︑
船
橋
市
は
一
万
五
二
七
二
︑
そ
し
て
松
戸
市
は
一
万
三
一
九
六

で
あ
る
︒
三
市
に
お
け
る
事
業
所
数
の
高
度
成
長
期
以
降
四
〇
年
間
の
推

移
を
示
し
た
も
の
が
5
︲
2
︲
1
で
あ
る
︒
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
一

九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に
は
︑
市
川
市
の
事
業
所
数
は
船
橋
市
や
松
戸

市
よ
り
も
多
か
っ
た
が
︑
一
九
八
六
年
に
は
︑
市
川
市
の
事
業
所
数
は
三

市
で
最
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
二
〇
〇
六
年
ま
で
を
み
る
と
︑

三
市
と
も
に
事
業
所
数
が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
︑
市
川
市
の
減
少
率
が

最
も
高
く
な
っ
て
い
る
︒

同
じ
時
期
の
事
業
所
従
業
者
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
︑
5
︲
2
︲
2

で
あ
る
︒
一
九
六
六
年
の
従
業
者
数
は
船
橋
市
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い

る
が
︑
一
九
八
六
年
段
階
で
は
船
橋
市
の
従
業
者
数
が
抜
き
ん
で
て
お
り

松
戸
市
も
市
川
市
を
上
回
っ
て
い
る
︒
二
〇
〇
六
年
も
こ
の
傾
向
は
継
続

し
て
お
り
︑
事
業
所
数
・
従
業
者
数
の
両
面
か
ら
み
て
︑
三
市
の
な
か
で

（「市町村別産業大分類別事業所数及び従業員者数」『千葉県統計年鑑』各年度より作成）

〔5-2-1〕事業所数の変遷（1966-2006年）
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市川市 船橋市 松戸市

は
市
川
市
は
産
業
都
市
と
し
て
の
性
格
は
薄
く
な
っ
て
い
る
︒

次
に
︑
三
市
の
事
業
所
の
う
ち
製
造
業
事
業
所
数
の
推
移
を
示
し
た
も

の
が
︑
5
︲
2
︲
3
で
あ
る
︒
市
川
市
は
一
九
六
六
年
に
七
六
一
事
業
所

で
︑
船
橋
市
を
一
八
八
︑
松
戸
市
を
一
四
〇
引
き
離
し
て
三
市
の
ト
ッ
プ

に
あ
っ
た
が
︑
四
〇
年
後
の
二
〇
〇
六
年
に
は
松
戸
市
よ
り
二
四
〇
事
業

所
︑
船
橋
市
よ
り
七
九
事
業
所
少
な
く
︑
三
市
中
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
︒

市
川
市
で
は
八
六
事
業
所
が
減
っ
て
い
る
の
に
対
し
︑
船
橋
市
と
松
戸
市

で
は
製
造
業
の
事
業
所
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
︒
製
造
業
に
お
い
て
市

川
市
は
︑
ほ
か
の
二
市
に
比
べ
て
よ
り
減
少
の
度
合
い
が
強
か
っ
た
と
い

え
よ
う
︒

卸
売
・
小
売
業
事
業
所
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
︑
5
︲
2
︲
4
で
あ

る
︒
一
九
六
六
年
の
卸
売
・
小
売
業
事
業
所
数
は
︑
市
川
市
と
船
橋
市
が

ほ
ぼ
横
並
び
で
︑
松
戸
市
に
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
の
差
を
つ
け
て
い
た
が
︑

一
九
七
五
年
に
は
三
市
と
も
に
事
業
所
数
は
上
昇
し
︑
そ
の
差
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
︒
一
九
八
六
年
に
は
︑
事
業
所
数
は
さ
ら
に
跳
ね
上
が
っ
て

い
く
が
︑
三
市
の
順
位
は
︑
船
橋
市
︑
松
戸
市
︑
市
川
市
と
入
れ
替
わ
る
︒

そ
の
後
︑
時
と
と
も
に
事
業
所
数
は
減
少
し
て
い
く
が
︑
三
市
の
順
位
は

変
わ
ら
な
い
︒

仮
に
こ
れ
ら
事
業
所
な
ど
の
数
値
を
産
業
力
と
見
な
せ
ば
︑
市
川
市
は

船
橋
市
・
松
戸
市
に
比
べ
て
︑
産
業
力
が
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
︒
し
か
し
︑
事
業
所
の
数
値
か
ら
だ
け
で
は
︑
み
え
て
こ
な
い
変
化

（「市町村別産業大分類別事業所数及び従業者数」『千葉県統計年鑑』各年度より作成）

〔5-2-2〕事業所従業者数の変遷（1966-2006年）
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（「市町村別産業大分類別事業所数及び従業者数」『千葉県統計年鑑』各年度より作成）

（「市町村別産業大分類別事業所数及び従業者数」『千葉県統計年鑑』各年度より作成）

〔5-2-3〕製造業事業所数の変遷（1966-2006年）

〔5-2-4〕卸売・小売業事業所数の変遷（1966-2006年）
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も
あ
る
︒
次
に
︑
変
貌
を
意
識
し
た
本
巻
に
即
し
て
︑
業
態
転
換
を
し
た

一
例
を
み
て
み
よ
う
︒

2

日
本
毛
織
中
山
工
場
跡
地
の
再
開
発

　
　
　
　
　
―
ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
の
誕
生

日
本
毛
織
中
山
工
場
の
閉
鎖
と
業
態
転
換
の
難
渋

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
三
月
︑
日
本
毛
織
株
式
会
社
は
中
山
工
場

を
三
年
後
の
一
九
八
二
年
三
月
を
目め

処ど

に
閉
鎖
す
る
と
発
表
し
た
︒
日
本

毛
織
中
山
工
場
は
︑
群
馬
県
に
本
社
が
あ
る
上

じ
ょ
う

毛も
う

モ
ス
リ
ン
が
一
九
二

〇
（
大
正
九
）
年
に
設
立
し
た
工
場
が
前
史
と
な
る
︒
上
毛
モ
ス
リ
ン
が

業
績
悪
化
と
な
っ
た
た
め
︑
同
社
に
融
資
を
し
て
い
た
日
本
興
業
銀
行
が

引
き
取
り
︑
日
本
毛
織
に
協
力
を
要
請
し
て
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
︑

社
名
を
共
立
モ
ス
リ
ン
と
改
称
し
て
経
営
を
継
続
し
た
︒
そ
の
後
一
九
四

一
年
に
日
本
毛
織
が
共
立
モ
ス
リ
ン
を
吸
収
合
併
し
︑
日
本
毛
織
中
山
工

場
と
し
て
生
産
を
続
け
て
い
た
︒
5
︲
2
︲
5

第
二
次
世
界
大
戦
後
︑
高
度
成
長
期
に
は
生
産
量
を
拡
大
し
︑
最
盛
時

に
は
従
業
員
二
八
〇
〇
人
を
擁
す
る
市
内
最
大
級
の
大
工
場
に
な
っ
た
が
︑

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
と
す
る
繊
維
不
況
に
よ
っ
て
日
本
毛
織
は

中
山
工
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

中
山
工
場
は
総
武
線
沿
い
の
本
八
幡
駅
と
下
総
中
山
駅
の
ほ
ぼ
中
間
点

に
立
地
し
て
お
り
︑
一
六
万
八
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
工
場
用
地

は
市
川
市
内
で
は
最
大
級
で
あ
っ
た
︒

工
場
の
閉
鎖
方
針
を
発
表
後
︑
日
本
毛
織
は
千
葉
県
・
市
川
市
・
市
川

商
工
会
議
所
に
︑
①
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
事
業
施
設
を
確
保
し
て
収
益

の
源
泉
と
す
る

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

③
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
・
憩
い
の
広
場
を
提
供
し
︑
地
元
と
の
一
体
感

を
醸
成
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
示
し
た
︒
中
山
工
場
再
生
基
本
構
想
は
︑

立
地
条
件
・
商
圏
・
買
い
物
動
向
な
ど
の
商
況
分
析
を
も
と
に
開
発
コ
ン

セ
プ
ト
︑
施
設
の
構
成
・
配
置
︑
売
り
上
げ
目
標
を
立
案
し
︑
周
辺
の
商

業
施
設
と
の
競
合
対
策
を
考
慮
し
た
概
要
と
な
っ
て
い
た
︒

中
山
工
場
の
閉
鎖
方
針
を
知
っ
た
市
川
市
は
︑
人
口
急
増
の
要
因
と
な

る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
は
認
め
な
い
と
す
る
な
ど
︑
市
中
心
部
の
約

一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
工
場
跡
地
開
発
に
強
い
関
心
を
示
し
た
︒
こ
う

し
た
な
か
で
一
九
八
〇
年
に
市
川
商
工
会
議
所
は
﹁
市
川
市
地
域
商
業
振

興
計
画
策
定
事
業
報
告
書
﹂
を
策
定
し
︑﹁
東
京
︑
船
橋
︑
松
戸
な
ど
の

隣
接
都
市
の
商
業
地
域
の
拡
大
に
よ
り
市
の
商
業
が
多
大
の
影
響
を
受
け
︑

こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
︑
昭
和
五
十
八
年
を
目
標
に
最
低
売
場
面
積
八
万

八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
﹂
と
記
し
て
い
る
︒

一
九
八
二
年
三
月
︑
中
山
工
場
は
操
業
停
止
し
︑
日
本
毛
織
は
﹁
日
本

毛
織
中
山
工
場
再
生
計
画
事
業
概
要
説
明
書
﹂
を
国
・
県
・
市
に
提
出
し

た
︒
そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
跡
地
は
売
却
せ
ず
自
社
経
営
と
し
︑
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〔5-2-5〕日本毛織中山工場空撮
（市立市川歴史博物館蔵）

①
日
本
毛
織
の
歴
史
的
実
績
を
未
来
に
継
承
す
る
も
の

②
市
民
の
生
活
文
化
全
般
の
未
来
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
得
る
も
の

③
市
川
市
民
の
誇
り
と
な
り
親
し
ま
れ
る
も
の

④
地
域
文
化
振
興
の
一
翼
を
に
な
い
得
る
も
の

⑤
市
民
の
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
す
る
も
の

と
規
定
し
た
︒
具
体
的
に
は
︑
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
︑
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
施
設
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
三
ゾ
ー
ン
に
分
け

た
総
合
施
設
を
建
設
す
る
と
し
︑
日
本
毛
織
中
山
工
場
跡
地
一
六
万
八
三

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
単
な
る
商
業
施
設
で
は
な
く
公
共
文
化
施
設
を
含

め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
戦
略
的
活
用
を
図
る
と
い
う
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
︒

計
画
の
中
核
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
で
︑
こ
の
な
か
に
デ
パ
ー
ト
や
専

門
店
︑
量
販
店
な
ど
を
誘
致
し
︑
あ
わ
せ
て
七
万
二
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
の
店
舗
面
積
を
予
定
し
た
︒

こ
う
し
た
日
本
毛
織
の
構
想
が
︑
一
九
八
二
年
八
月
に
市
域
の
商
店
会

に
対
し
て
﹁
ニ
ッ
ケ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
計
画
概
要
﹂
と
し
て
説
明

さ
れ
た
︒
説
明
会
は
市
川
商
工
会
議
所
の
主
催
で
開
か
れ
︑
市
域
の
七
〇

商
店
会
か
ら
五
〇
人
の
商
店
会
長
が
参
加
し
た
︒
日
本
毛
織
の
方
針
に
対

し
︑
一
九
八
二
年
十
月
に
︑
市
川
商
工
会
議
所
内
に
大
型
店
対
策
小
委
員

会
が
設
け
ら
れ
た
︒
大
型
店
対
策
小
委
員
会
は
︑
鈴
木
忠
兵
衛
会
頭
の
諮

問
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
市
域
の
商
業
者
代
表
の
役
割
も
兼
ね
て
い
た
︒
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日
本
毛
織
の
出
店
計
画
書
は
一
九
八
三
年
十
二
月
か
ら
小
委
員
会
で
審
議

が
行
わ
れ
て
い
た
︒
鈴
木
会
頭
は
﹁
市
川
市
は
大
型
店
の
出
店
の
抑
制
地

域
で
は
な
い
の
で
法
的
規
制
に
は
む
ず
か
し
い
面
が
あ
る
︒
商
工
会
議
所

と
し
て
は
調
整
役
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
︑
円
満
に
解
決
し
た
い
﹂（﹃
市

川
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
一
九
八
二
年
八
月
二
十
日
付
）
と
語
っ
た
︒

ま
た
一
方
︑
跡
地
利
用
に
つ
い
て
一
九
八
三

年
四
月
に
は
千
葉
県
の
施
設
で
あ
る
現
代
産
業

科
学
館
の
建
設
計
画
（
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
︑

総
事
業
費
約
四
〇
億
円
）
が
進
行
し
て
い
た
︒

千
葉
県
の
現
代
産
業
を
代
表
す
る
鉄
・
石
油
・

電
力
そ
れ
に
先
端
科
学
技
術
を
紹
介
す
る
施
設

で
あ
る
︒

一
九
八
三
年
六
月
一
日
︑
商
店
会
連
合
会
と

大
型
店
対
策
小
委
員
会
の
連
名
で
市
川
商
工
会

議
所
会
頭
あ
て
に
陳
情
書
﹁
日
本
毛
織
再
生
計

画
の
商
業
施
設
に
つ
い
て
︑再
検
討
を
求
め
る
﹂

が
提
出
さ
れ
た
︒
さ
ら
に
同
年
︑
商
業
者
三
九

〔5-2-6〕日本毛織跡地利用の説明会実施を伝える記事
（『市川ジャーナル』第237号、1982年8月20日付）

二
〇
人
の
大
型
店
出
店
反
対
署
名
が
提
出
さ
れ
た
︒
そ
の
一
方
で
︑
一
万

六
六
三
七
人
の
出
店
賛
成
署
名
も
提
出
さ
れ
て
い
る
︒

日
本
毛
織
中
山
工
場
の
再
生
計
画
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
二
年
間
︑
商
工

会
議
所
に
お
け
る
大
型
店
問
題
は
︑
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
か
な
い
ま
ま
だ
っ

た
︒
こ
う
し
た
な
か
︑
日
本
毛
織
は
大
型
店
対
策
小
委
員
会
の
意
向
を
入

れ
て
︑
百
貨
店
と
量
販
店
を
当
初
計
画
よ
り
三
〇
％
削
減
し
︑
専
門
店
を

加
え
た
店
舗
面
積
全
体
を
五
万
六
八
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
縮
小
す
る
修

正
案
（
当
初
計
画
の
約
二
二
％
減
）
を
作
成
し
︑
一
九
八
四
年
六
月
に
市

川
商
工
会
議
所
に
提
出
し
た
︒
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〔5-2-7〕現代産業科学館

同
年
の
市
川
市
議
会
六
月
定
例
会
に
お
い
て
︑﹁
日
毛
跡
地
に
大
型
店

出
店
反
対
に
関
す
る
請
願
﹂
な
ど
二
件
が
不
採
択
と
な
っ
た
︒
県
が
大
型

施
設
の
現
代
産
業
科
学
館
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
︑
跡
地
が
放
置

さ
れ
た
ま
ま
だ
と
税
収
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
︑
市
川
地
区
が
大
型

店
の
出
店
抑
制
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由
と
な
っ
て

﹁
出
店
反
対
﹂
に
は
否
定
的
と
な
っ
て
い
き
︑
一
九
八
四
年
六
月
段
階
で

日
本
毛
織
・
市
川
商
工
会
議
所
・
市
議
会
の
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
︒

協
議
の
あ
ら
ま
し
と
開
業

一
九
八
四
年
十
一
月
︑
地
元
の
東
部
商
店
連
合
会
に
対
す
る
説
明
会
が

行
わ
れ
た
︒
地
元
商
店
会
か
ら
は
﹁
我
々
零
細
商
店
と
の
妥
協
は
む
ず
か

し
い
と
思
う
﹂（﹃
市
川
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
一
九
八
四
年
十
一
月
一
日
付
）
と

い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
が
︑
県
の
施
設
で
あ
る
現
代
産
業
科
学
館

5
︲
2
︲
7
の
設
置
が
決
ま
る
な
ど
︑
周
辺
に
は
動
き
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
た
︒

東
部
商
店
連
合
会
か
ら
始
ま
っ
た
市
内
各
地
の
商
店
会
に
対
す
る
説
明

会
は
︑
一
九
八
五
年
九
月
の
行
徳
・
南
行
徳
商
店
会
へ
の
説
明
会
で
一
巡

し
た
︒
こ
れ
ま
で
の
説
明
会
で
論
点
と
な
っ
た
の
は
︑
商
業
施
設
の
規
模
︑

地
元
業
者
と
の
共
存
共
栄
の
具
体
策
︑
自
動
車
の
渋
滞
な
ど
の
交
通
問
題

の
解
消
で
あ
っ
た
︒
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十
一
月
︑
出
店
を
急
ぎ
た
い
日
本
毛
織
は
︑
商
業
施
設
計
画
を
再
度
修

正
し
︑
従
来
の
核
店
舗
構
想
で
あ
る
百
貨
店
と
量
販
店
二
店
舗
構
想
を
︑

百
貨
店
と
量
販
店
を
一
つ
に
し
た
﹁
カ
ジ
ュ
ア
ル
デ
パ
ー
ト
﹂
一
店
舗
と

し
︑
専
門
店
と
の
合
計
店
舗
面
積
も
当
初
計
画
か
ら
約
五
〇
％
削
減
す
る

三
万
六
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
案
を
小
委
員
会
に
提
出
し
た
︒

こ
の
案
に
対
し
小
委
員
会
で
は
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
大
店
法
）

と
の
関
係
で
店
舗
面
積
を
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
に
し
た
方
が
い
い
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
た
め
︑
一
九
八
六
年
二
月
に
は
当
初
計
画
を
六
〇

％
削
減
し
︑
合
計
店
舗
面
積
を
二
万
九
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
修

正
案
を
小
委
員
会
に
提
出
し
た
︒

そ
の
後
の
協
議
の
流
れ
を
︑﹃
市
川
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
か
ら
引
用
︑
あ
る

い
は
記
事
を
ま
と
め
て
追
っ
て
み
よ
う
︒

一
九
八
六
年
に
は
︑
縮
小
計
画
に
つ
い
て
︑
ニ
ッ
ケ
側
は
三
月
に
東
部

商
連
・
南
八
幡
商
連
︑
四
月
に
市
川
・
真
間
・
市
川
南
・
八
幡
・
菅
野
の

各
商
連
に
説
明
会
を
行
う
と
し
て
い
る
︒

核
店
舗
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
デ
パ
ー
ト
が
一
万
七
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
︑

専
門
店
が
一
万
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
縮
小
す
る
結
果
︑
売
り
上
げ

も
年
間
一
三
五
億
円
（
当
初
）
に
落
ち
込
む
と
し
て
い
る
︒
ま
た
商
圏
は

概
ね
半
径
三
キ
ロ
圏
で
内
部
人
口
は
二
四
万
三
〇
〇
〇
人
と
み
て
お
り
︑

駐
車
場
は
一
五
〇
〇
台
以
上
︑
駐
輪
場
も
二
〇
〇
〇
台
を
確
保
す
る
︒
交

通
計
画
も
当
初
よ
り
︑
休
日
で
は
二
二
〇
〇
台
減
っ
て
約
三
〇
〇
〇
台
︑

平
日
で
は
一
一
〇
〇
台
減
っ
て
一
五
〇
〇
台
と
し
て
お
り
︑
懸
念
さ
れ
た

交
通
問
題
も
店
舗
の
規
模
縮
小
に
よ
り
緩
和
さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
︒

そ
し
て
地
元
商
店
街
と
の
協
調
策
と
し
て
︑

①
地
元
商
店
会
の
催
事
計
画
参
加

②
当
商
業
施
設
へ
の
入
店
で
地
元
小
売
業
を
優
先

③
商
業
道
徳
の
遵
守

④
従
業
員
の
地
元
採
用

と
の
四
項
目
を
提
示
し
て
い
る
︒

市
域
の
八
幡
と
東
部
地
区
を
中
心
と
し
た
周
辺
商
店
会
が
︑
日
本
毛
織

中
山
工
場
の
地
元
説
明
会
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
市
川
市
大
型
店
対
策

協
議
会
を
結
成
し
︑
一
九
八
六
年
十
一
月
に
は
︑
市
川
市
と
商
工
会
議
所

に
再
度
の
説
明
会
を
要
望
し
た
︒
商
工
会
議
所
側
は
五
一
回
も
対
策
小
委

員
会
を
開
い
て
対
応
し
て
き
た
が
︑
法
的
に
は
出
店
を
阻
止
で
き
な
い
こ

と
を
述
べ
︑
こ
れ
以
上
の
説
明
会
の
開
催
は
困
難
で
あ
る
と
し
た
︒
同
時

に
︑
面
積
・
休
日
数
・
営
業
時
間
に
つ
い
て
は
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
︒

一
九
八
六
年
十
二
月
十
七
日
に
︑
第
一
回
商
業
活
動
調
整
協
議
会
（
蓜

島
正
次
会
長
）
が
開
か
れ
た
︒
こ
れ
に
反
対
協
議
会
の
会
員
た
ち
が
押
し

か
け
︑
商
工
会
議
所
が
警
察
署
に
出
動
要
請
す
る
と
い
う
異
例
の
展
開
と

な
っ
た
︒
蓜
島
会
長
が
反
対
協
議
会
会
員
に
﹁
慎
重
審
議
﹂
を
約
束
し
て

混
乱
を
治
め
︑
反
対
協
議
会
は
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
︒
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〔5-2-8〕日本毛織跡地問題についての
商工会議所と対策協議会の
会見を伝える記事

（『市川ジャーナル』第315号、1986年11月10日付）

一
九
八
八
年
七
月
二
十
日
︑
商
業
活
動
調
整
協
議
会
は
︑
ダ
イ
エ
ー
の

経
営
す
る
市
川
プ
ラ
ン
タ
ン
と
約
一
四
〇
の
専
門
店
が
入
店
す
る
ニ
ッ
ケ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
︑
計
一
四
回
の
協
議
を
経
て
︑
出
店

計
画
を
最
終
的
に
全
員
一
致
で
結
審
し
た
︒

報
道
か
ら
は
︑
事
前
商
業
活
動
調
整
協
議
会
が
一
九
八
六
年
十
二
月
か

ら
一
九
八
七
年
八
月
ま
で
に
計
一
一
回
︑
正
式
商
業
活
動
調
整
協
議
会
が

三
回
開
か
れ
︑

①
店
舗
面
積

ダ
イ
エ
ー

一
万
七
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

専
門
店

　
　

六
八
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル

②
開
店
日

昭
和
六
三
年
十
月
二
十
四
日
以
降

③
閉
店
時
刻

ダ
イ
エ
ー

午
後
七
時
半（
年
間
一
二
〇
日
は
八
時
半
）

専
門
店

午
後
八
時
半

④
休
業
日
数

ダ
イ
エ
ー

年
間
二
四
日

専
門
店

年
間
一
二
日

他
に
駐
車
場
は
約
二
三
〇
〇
台
分
︑
緑
地
広
場
が
六
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
な
ど
の
内
容
を
結
審
し
︑
十
二
月
の
着
工
を
み
た
︒
日
本
毛
織
の
社
史

﹃
日
本
毛
織
百
年
史
﹄
で
は
︑
最
大
の
難
関
に
つ
い
て
﹁
地
元
商
業
者
と
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の
調
整
問
題
で
︑
最
終
結
審
ま
で
に
当
社
の
計
画
は
再
三
に
わ
た
っ
て
大

幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
繊
維
業
界

を
牽
引
し
て
き
た
日
本
毛
織
に
お
け
る
業
態
転
換
の
試
み
は
難
渋
の
連
続

で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
︒

一
九
八
八
年
十
一
月
︑
ダ
イ
エ
ー
系
百
貨
店
・
い
ち
か
わ
プ
ラ
ン
タ
ン

と
約
一
四
〇
店
の
専
門
店
で
構
成
さ
れ
る
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
﹁
ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
﹂
が
開
業
し
た
︒
そ
し
て
︑﹁
市
民
の
生

活
文
化
全
般
の
未
来
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
得
る
も
の
﹂﹁
地
域
文
化
振
興
の

一
翼
を
に
な
い
得
る
も
の
﹂
と
し
て
︑
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
た
千
葉
県
立

現
代
産
業
科
学
館
（
一
九
九
四
年
六
月
開
館
）
と
と
も
に
︑
中
央
図
書
館

を
中
心
と
し
た
市
川
市
の
施
設
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
メ
デ
ィ
ア
パ
ー

ク
市
川
）
が
︑
一
九
九
四
年
十
一
月
に
開
館
し
た
︒
市
川
市
随
一
の
事
業

所
で
あ
っ
た
日
本
毛
織
中
山
工
場
跡
地
に
は
︑
今
日
も
市
民
を
は
じ
め
︑

多
く
の
人
び
と
が
訪
れ
︑
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
︒ 〔5-2-9〕建設中のニッケコミュニティセンターに

ついて伝える記事
（『市川ジャーナル』第344号、1988年8月5日付）
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〔5-3-1〕京葉港土地造成計画図（案）
（『長期計画　昭和42年度〜昭和46年度』より転載）

第3節
市
川
市
の
臨
海
部

1

臨
海
部
の
開
発
―
埋
立
事
業

﹃
旧
市
史
﹄
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑市
川
市
は
︑一
九
五
六
（
昭

和
三
一
）
年
に
市
の
南
東
部
海
面
に
埋
立
地
造
成
の
計
画
を
立
て
︑
県
知

事
に
免
許
を
申
請
し
︑
一
九
五
九
年
か
ら
市
単
独
事
業
と
し
て
公
有
水
面

埋
立
事
業
（
市
川
一
期
埋
立
事
業
）
の
第
一
次
埋
立
工
事
に
着
工
し
た
︒

そ
し
て
︑
一
九
六
四
年
に
第
二
次
埋
立
事
業
︑
一
九
六
五
年
に
第
三
次
埋

立
事
業
と
︑
次
々
に
埋
立
地
を
広
げ
て
い
っ
た
︒
埋
立
事
業
の
結
果
︑
市

川
市
に
は
高
谷
新
町
・
千
鳥
町
な
ど
新
た
な
町
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
︒

5
︲
3
︲
1

市
川
一
期
埋
立
事
業
以
降
︑
市
川
市
は
千
葉
県
の
市
川
二
期
埋
立
計
画

に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
︒
市
川
一
期
埋
立
事
業
に
よ
る
護
岸
が
直
立
護
岸

に
な
っ
て
い
た
の
は
︑
市
川
二
期
埋
立
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
し
か
し
船
橋
市
域
の
京
葉
港
二
期
と
セ
ッ
ト

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
市
川
二
期
埋
立
計
画
は
︑
東
京
湾
の

埋
立
に
対
す
る
批
判
と
経
済
情
勢
の
関
係
か
ら
凍
結
さ
れ
て
い
た
︒



第５章　産業の変容と都市基盤整備

264

経
済
情
勢
と
は
︑
一
九
七
三
年
に
お
き
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
︒

世
界
的
な
経
済
混
乱
の
な
か
︑
日
本
の
景
気
は
低
迷
し
︑
大
規
模
な
公
共

事
業
は
次
々
と
縮
小
さ
れ
て
い
き
︑
ま
だ
実
施
前
の
市
川
二
期
埋
立
計
画

事
業
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
︒
一
方
︑
一
九
六
五
年
か
ら
一
期
埋
立
事
業

が
始
ま
り
︑
二
期
事
業
も
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
の
一
九
七
二
年
に
す
で
に

着
工
し
て
い
た
浦
安
市
は
事
業
を
進
め
︑
現
在
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
と
な
る
海
面
埋
立
土
地
が
造
成
さ
れ
た
︒
着
工
の
時
期
が
明
暗
を

分
け
る
形
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

こ
こ
で
︑
県
の
﹁
総
合
計
画
﹂
に
お
い
て
市
川
二
期
埋
立
計
画
が
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
︒

市
川
二
期
埋
立
計
画
と
い
う
表
現
が
千
葉
県
の
五
か
年
計
画
中
に
使
わ

れ
る
の
は
︑
一
九
七
三
年
の
﹁
千
葉
県
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
﹂
が
最

初
で
あ
る
︒
一
九
七
〇
年
に
立
て
ら
れ
た
第
三
次
五
か
年
計
画
を
見
直
し
︑

﹁
本
計
画
で
は
自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
そ
の
規
模
を
縮
小
し
︑
一
万

三
三
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
﹂
と
し
︑﹁
市
川
地
区
は
住
宅
地
︑
都
市

再
開
発
用
地
︑
流
通
加
工
用
地
︑
緑
地
と
す
る
ほ
か
野
鳥
の
た
め
の
人
工

干
潟
を
造
成
す
る
﹂
と
規
定
し
︑
四
三
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
立
計
画
を
立

て
て
い
る
︒

続
い
て
一
九
七
六
年
に
策
定
さ
れ
た
﹁
千
葉
県
新
総
合
五
か
年
計
画
﹂

で
は
︑
市
川
二
期
埋
立
計
画
は
︑﹁
市
川
Ⅱ
期
地
区
﹂
と
し
て
︑
次
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
︒

本
県
は
︑
首
都
に
隣
接
し
︑
こ
こ
十
数
年
来
め
ざ
ま
し
い
発
展
を

と
げ
て
き
た
が
︑
特
に
こ
の
な
か
に
あ
っ
て
葛
南
地
域
の
市
川
市
︑

船
橋
市
は
人
口
増
加
や
都
市
化
が
急
速
に
進
展
し
て
き
た
︒

し
か
し
︑
こ
れ
ら
の
急
速
な
進
展
は
︑
一
方
に
お
い
て
交
通
混
雑

や
都
市
施
設
の
不
足
︑
公
害
の
発
生
等
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

市
川
Ⅱ
期
地
区
の
土
地
造
成
事
業
は
︑
こ
う
し
た
既
成
市
街
地
の

前
面
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
の
安
定
的
発
展
と
生
活
環
境

の
整
備
を
目
的
と
し
て
計
画
し
た
も
の
で
あ
り
︑
具
体
的
に
は
下
水

道
の
終
末
処
理
場
用
地
等
既
成
市
街
地
に
お
い
て
取
得
の
困
難
な
都

市
施
設
用
地
︑
住
工
混
在
地
区
か
ら
の
工
場
移
転
及
び
集
団
化
に
よ

り
公
害
防
止
を
図
る
た
め
の
都
市
再
開
発
用
地
︑
自
然
環
境
の
保
全

及
び
野
鳥
保
護
の
た
め
の
人
工
干
潟
等
を
造
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
︒な

お
︑
造
成
工
事
は
当
地
区
の
主
な
土
地
利
用
で
あ
る
江
戸
川
左

岸
流
域
下
水
道
終
末
処
理
場
用
地
が
必
要
と
さ
れ
る
時
期
を
待
っ
て

着
手
す
る
こ
と
と
し
︑
前
面
の
干
潟
の
造
成
に
つ
い
て
は
段
階
的
に

着
手
す
る
︒

市
川
二
期
埋
立
計
画
は
︑
京
葉
港
二
期
計
画
と
と
も
に
︑
検
討
計
画
と
し
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〔5-3-2〕市川塩浜駅開業セレモニー

て
一
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
立
数
値
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
︒

さ
ら
に
一
九
八
一
年
の
﹁
千
葉
県
第
二
次
新
総
合
五
か
年
計
画
﹂
で
は
︑

﹁
新
規
地
区
事
業
の
検
討
・
着
手
﹂
と
し
て
︑

市
川
二
期
地
区
に
つ
い
て
は
︑
急
激
な
都
市
化
を
背
景
と
し
て
都

市
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
用
地
確
保
が
強
い
要
望
と
な
っ
て
お
り
︑

昭
和
六
〇
年
前
後
に
は
︑
京
葉
線
用
地
及
び
江
戸
川
左
岸
流
域
下
水

道
終
末
処
理
場
用
地
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
た
め
︑

計
画
期
間
内
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
必
要
な
用
地
の
ほ
か
大
規
模
な
人

工
干
潟
と
地
域
の
土
地
需
要
を
み
き
わ
め
な
が
ら
公
共
公
益
施
設
用

地
を
主
体
と
し
た
土
地
利
用
を
計
画
立
案
し
︑
事
業
に
着
手
す
る
︒

と
し
て
い
る
が
︑
埋
立
用
地
の
面
積
は
示
さ
れ
て
い
な
い
︒

次
に
一
九
八
五
年
に
策
定
さ
れ
た
﹁
ふ
る
さ
と
千
葉
五
か
年
計
画
﹂
で

は
︑
市
川
二
期
埋
立
計
画
は
﹁
新
し
い
都
市
の
形
成
﹂
と
い
う
項
目
の
中

に
位
置
づ
け
ら
れ
︑﹁
市
川
市
塩
浜
地
先
に
流
域
下
水
道
終
末
処
理
場
等

公
共
公
益
施
設
の
整
備
を
主
体
と
し
た
用
地
を
確
保
す
る
た
め
︑
公
有
水

面
埋
立
に
よ
る
土
地
造
成
の
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
︒﹂
と
記
さ
れ
て
い

る
が
︑
こ
こ
で
も
具
体
的
な
埋
立
計
画
の
数
値
は
示
さ
れ
て
い
な
い
︒

一
九
八
六
年
に
は
︑
千
葉
県
企
業
庁
か
ら
︑
市
川
二
期
基
本
計
画
案
お

よ
び
京
葉
港
二
期
地
区
基
本
計
画
案
が
提
示
さ
れ
︑
検
討
が
開
始
さ
れ
た
︒
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〔5-3-3〕潮干狩りで賑わう塩浜地先の人工干潟

一
九
八
八
年
に
は
︑
京
葉
線
が
開
通
し
︑
市
川
塩
浜
駅
が
設
置
さ
れ
た
が
︑

同
駅
は
海
側
の
出
入
り
口
を
閉
鎖
し
た
状
態
で
の
開
業
で
あ
っ
た
︒

5
︲
3
︲
2

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
策
定
さ
れ
た
﹁
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
五

か
年
計
画
﹂
で
は
市
川
二
期
埋
立
計
画
は
︑
京
葉
港
二
期
計
画
と
と
も
に

﹁
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
新
た
な
都
市
形
成
﹂
と
い
う
項
目
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
︑﹁
市
川
Ⅱ
期
事
業
の
推
進
﹂
と
し
て
︑﹁
既
成
市
街

地
の
都
市
問
題
の
改
善
︑
新
た
な
業
務
機
能
の
集
積
及
び
臨
海
部
に
お
け

る
自
然
環
境
を
活
か
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
の
創
出
を
図
る
た
め
︑
公
有

水
面
の
埋
立
て
に
よ
る
土
地
造
成
事
業
を
推
進
し
︑
京
葉
港
Ⅱ
期
事
業
と

一
体
と
な
っ
て
︑国
際
性
豊
か
な
海
浜
業
務
都
市
の
形
成
を
進
め
ま
す
︒﹂

と
し
て
全
体
計
画
面
積
と
し
て
約
四
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
数
字
を
あ

げ
て
い
る
︒

そ
し
て
一
九
九
五
年
に
策
定
さ
れ
た
﹁
ち
ば
新
時
代
五
か
年
計
画
﹂
で

は
︑﹁
市
川
二
期
地
区
事
業
の
推
進
﹂
と
し
て
﹁
西
地
域
の
都
市
環
境
の

改
善
を
め
ざ
し
︑
下
水
道
終
末
処
理
場
用
地
や
廃
棄
物
処
分
場
の
確
保
︑

広
域
公
園
等
に
よ
る
緑
地
の
創
出
︑
都
市
再
開
発
用
地
の
確
保
を
図
り
︑

立
地
条
件
を
生
か
し
た
国
際
性
︑
文
化
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
︒﹂
と
し
て
い
る
︒

市
川
二
期
埋
立
事
業
が
動
か
な
い
な
か
︑
漁
業
者
は
一
期
埋
立
工
事
に

よ
る
潮
流
の
変
化
や
地
盤
沈
下
に
よ
る
漁
場
の
環
境
悪
化
に
苦
し
み
つ
つ
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も
︑
海
に
対
す
る
新
た
な
活
動
を
起
こ
し
た
︒
一
九
八

二
年
か
ら
一
九
八
三
年
に
か
け
て
︑
市
川
市
行
徳
漁
業

協
同
組
合
と
南
行
徳
漁
業
協
同
組
合
が
塩
浜
地
先
に
約

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人
工
干
潟
を
つ
く
っ
た
︒
そ
し
て
︑

護
岸
か
ら
大
き
な
橋
を
渡
し
︑
潮
干
狩
り
場
と
し
た
の

で
あ
る
︒
潮
干
狩
り
場
は
︑
一
九
八
六
年
ま
で
公
開
さ

れ
︑
一
シ
ー
ズ
ン
で
一
〇
万
人
も
の
利
用
客
が
訪
れ
る

ほ
ど
の
人
気
を
博
し
た
︒
5
︲
3
︲
3

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
︑
堂
本
千
葉
県
知
事
は
二

〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
四
月
招
集
の
臨
時
県
議
会
で

の
所
信
表
明
に
お
い
て
﹁
現
行
の
埋
立
計
画
は
い
っ
た

ん
白
紙
に
戻
し
︑
自
然
の
保
全
と
︑
地
域
住
民
が
親
し

め
る
里
海
の
再
生
を
目
指
す
新
た
な
計
画
を
︑
県
民
参

加
の
︑
市
民
参
加
の
も
と
に
つ
く
り
あ
げ
る
﹂（
千
葉

県
議
会
会
議
録
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
こ
と
が
選
挙
の
公
約

で
あ
っ
た
旨
を
述
べ
︑
そ
の
後
︑
二
〇
〇
一
年
九
月
の

定
例
県
議
会
で
︑
市
川
二
期
地
区
・
京
葉
港
二
期
地
区

の
埋
立
計
画
は
白
紙
に
戻
し
﹁
一
〇
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

埋
立
計
画
は
行
わ
な
い
こ
と
を
再
度
明
確
に
し
た
上

で
﹂（
千
葉
県
議
会
会
議
録
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
表
明
し
︑

今
後
の
方
針
を
述
べ
て
い
る
︒

〔5-3-4〕市川市行徳臨海部関係要望書一覧

西暦 年号 和暦 月 日 宛先 内容
1999 平成 11 6 1 千葉県知事 市川二期地区計画に関する要望書
1999 平成 11 11 15 環境庁長官

千葉県知事
三番瀬の保全と利用に関する要望書
市川二期地区計画に関する要望書

2000 平成 12 3 15 環境庁長官 市川二期地区計画における海の再生に関する要望書
2000 平成 12 3 16 千葉県知事 市川二期地区計画に伴う海の再生と都市課題の解決に関する要

望書
2000 平成 12 3 24 千葉県知事 市川市本行徳地先（石垣場・東浜）の環境対策及び江戸川第一

終末処理場計画地の都市計画変更についての要望書
2000 平成 12 8 2 千葉県知事 塩浜地先の護岸管理に関する要望書
2000 平成 12 11 14 千葉県知事 塩浜地先の護岸改修に関する財政的支援の要望書
2001 平成 13 2 22 環境大臣 三番瀬及び行徳臨海部の自然環境の保全再生に関する要望書
2001 平成 13 2 26 千葉県知事 市川二期埋立計画に関連する海と行徳臨海部の課題解決に関す

る要望書
2001 平成 13 5 14 千葉県知事 海の再生と行徳臨海部の課題解決に関する要望書
2001 平成 13 7 13 千葉県知事 三番瀬及び臨海部の保全再生に関する要望書〔三番瀬保全再生

連絡協議会（市川市・船橋市・浦安市）として提出〕
2001 平成 13 8 22 環境大臣 三番瀬及び臨海部の保全再生に関する要望書〔三番瀬保全再生

連絡協議会（市川市・船橋市・浦安市）として提出〕
2001 平成 13 12 10 国土交通省 三番瀬の環境修復と行徳臨海部の課題解決に関する要望書
2002 平成 14 7 12 千葉県知事 三番瀬の再生と行徳臨海部のまちづくりに関する要望書
2002 平成 14 7 26 環境大臣 三番瀬の再生と行徳臨海部のまちづくりに関する要望書
2002 平成 14 10 25 千葉県知事 市川市本行徳石垣場・東浜地区における江戸川第一終末処理場

の設置検討について（回答）
2002 平成 14 12 10 千葉県知事 海岸保全基本計画策定に係る意見について（回答）
2003 平成 15 2 28 千葉県知事 海岸保全基本計画の策定について（回答）

（『三番瀬の再生に向けて』〔2003年〕より作成）
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〔5-3-5〕『広報いちかわ』行徳臨海部関係記事抄

西暦 元号 和暦 月 日 号 記事の内容

1999 平成 11 3 13 842 市川二期地区埋立計画の見直しの状況と、「市川の海を憩いの場に」「海
の再生」を市長が提案

1999 平成 11 6 12 854 市川二期地区埋立計画見直しで市長より県知事に要望書を提出

1999 平成 11 7 3 857 市川二期地区埋立計画見直し案の抜粋と「豊かな海を再生し、市民の
海を取り戻す」ことを市長が提案

1999 平成 11 11 20 875 市川二期地区埋立計画について市長が環境庁長官と県知事へ要望書を
提出

2000 平成 12 4 8 894 市川二期地区見直し案に対し市長が環境庁長官と知事へ要望書提出

2000 平成 12 7 15 907 かつてとこれからの市川の海について

2000 平成 12 10 7 917 塩浜地区の海岸護岸立入禁止の協力依頼について

2000 平成 12 10 14 918 7月15日号で募集した市民提案と行徳・南行徳漁業協同組合から市長
への提案を掲載

2001 平成 13 3 17 939 「三番瀬と行徳臨海部の自然環境の保全再生」について市長が環境大
臣と県知事へ要望書を提出

2001 平成 13 4 7 941 市に「行徳臨海部対策担当」を新たに設置したことについて（市長か
らの手紙30）

2001 平成 13 4 21 943 行徳臨海部の課題に対する市長の基本姿勢について（市長からの手紙
31）

2001 平成 13 6 2 949 「海の再生と行徳臨海部の課題解決に関する要望書」を市長が県知事
へ提出

2001 平成 13 7 14 954 市川の海について市民から寄せられた意見と市の姿勢について

2001 平成 13 7 21 955 行徳近郊緑地の内陸性湿地について（いちかわ散策28）

2001 平成 13 9 22 964 塩浜地区の海岸護岸立入禁止の協力依頼について

2001 平成 13 12 15 975 塩浜護岸について（いちかわ散策33）

2002 平成 14 2 9 982 「行徳臨海部基本構想（案）」の基本的な方針と「行徳臨海部まちづ
くりシンポジウム」の開催について

2002 平成 14 7 20 1003 「三番瀬の再生と行徳臨海部のまちづくり」に関する要望書を市長が
県知事へ提出

2002 平成 14 8 24 1008 県知事からの本行徳石垣場・東浜地区の土地利用に関する照会文書と
「行徳臨海部基本構想（案）」本行徳石垣場・東浜地区の基本的な方
針について

2002 平成 14 10 5 1013 第2回行徳臨海部まちづくりシンポジウムの報告について

2002 平成 14 10 26 1016 本行徳石垣場・東浜地区における江戸川第一終末処理場設置検討につ
いて市長が県知事へ回答書を提出

2002 平成 14 12 21 1023 「行徳臨海部基本構想」策定と構想に関する展示会の開催について

2003 平成 15 1 18 1027 塩浜海岸に関する意見書を市長が県知事へ提出、「行徳臨海部基本構
想」の策定と「海浜部の基本的な方針図」について

（『三番瀬の再生に向けて』〔2003年〕より作成）
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〔5-3-6〕現在の市川漁港

市
川
二
期
埋
立
計
画
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
市
川
市
は
︑

5
︲
3
︲
4
に
あ
る
よ
う
に
各
方
面
に
対
し
︑
様
々
な
活
動
を
実
施
し
て

い
た
︒

堂
本
知
事
の
所
信
表
明
か
ら
わ
ず
か
半
月
後
の
五
月
十
四
日
に
は
︑
千

葉
光
行
市
川
市
長
が
千
葉
県
知
事
に
対
し
︑﹁
海
の
再
生
と
行
徳
臨
海
部

の
課
題
解
決
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提
出
し
て
い
る
︒
続
け
て
七
月
に
は
︑

船
橋
市
長
・
浦
安
市
長
と
の
連
名
で
千
葉
県
知
事
に
︑
八
月
に
は
環
境
大

臣
に
﹁
三
番
瀬
及
び
臨
海
部
の
保
全
再
生
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提
出
し

て
い
る
︒

5
︲
3
︲
5
は
︑﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
市
川
二
期
埋
立

計
画
の
白
紙
撤
回
前
後
の
行
徳
臨
海
部
に
関
連
す
る
記
事
で
あ
る
︒
市
民

に
向
け
て
も
︑
臨
海
部
に
関
連
し
た
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
︑
市
民
の

問
題
と
し
て
考
え
た
い
と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
︒

現
在
で
も
︑
市
川
市
は
︑
美
し
い
海
浜
の
再
生
を
目
指
し
︑
市
民
や
漁

業
者
や
企
業
が
市
議
会
と
と
も
に
構
想
や
計
画
を
策
定
し
︑
千
葉
県
に
対

し
て
働
き
か
け
を
続
け
て
い
る
︒
二
〇
〇
九
年
四
月
に
は
︑
南
行
徳
・
行

徳
両
地
区
自
治
会
連
合
会
に
よ
る
﹁
行
徳
の
海
（
三
番
瀬
）
の
早
期
再
生

整
備
及
び
本
行
徳
石
垣
場
・
東
浜
（
江
戸
川
第
一
終
末
処
理
場
周
囲
）
の

課
題
対
策
に
つ
い
て
﹂︑市
川
市
行
徳
・
南
行
徳
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る﹁
漁

場
環
境
の
早
期
改
善
及
び
漁
港
整
備
に
つ
い
て
﹂︑
市
川
市
塩
浜
協
議
会

に
よ
る
﹁
塩
浜
地
区
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
﹂
な
ど
の
要
望
書
が
提
出
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〔5-3-7〕「ひとりひとりのアイデアを形にしたい」
（『広報いちかわ日曜版』16号、2002年8月18日付）
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さ
れ
︑
五
月
に
は
市
川
市
が
﹁
三
番
瀬
の
再
生
と
行
徳
臨
海
部
の
環
境
改

善
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
︑
九
月
に
は
市
川
市
議
会
が
﹁
三
番
瀬
の
再
生

と
行
徳
臨
海
部
の
課
題
解
決
に
関
す
る
意
見
書
﹂
を
そ
れ
ぞ
れ
千
葉
県
知

事
あ
て
に
提
出
し
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
︑
千
葉
県
議
会
で
は
︑
同
年
十
月
に
南
行
徳
地

区
自
治
会
連
合
会
な
ど
の
五
団
体
連
盟
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
︑
干
潟
の
再

生
や
漁
場
環
境
の
改
善
︑市
民
が
親
し
め
る
海
辺
の
再
生
︑塩
浜
一
丁
目
～

三
丁
目
護
岸
の
早
期
改
修
の
四
項
目
か
ら
な
る
﹁
三
番
瀬
の
再
生
に
つ
い

て
﹂
の
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
る
︒

市
川
一
期
埋
立
工
事
は
︑
二
期
埋
立
工
事
が
あ
る
こ
と
が
前
提
条
件
で

行
わ
れ
た
︒
そ
の
た
め
市
川
一
期
埋
立
工
事
に
は
暫
定
的
な
も
の
も
多
く
︑

加
え
て
︑
事
業
凍
結
に
よ
る
長
い
空
白
期
間
の
た
め
︑
そ
の
管
理
に
も
問

題
が
起
き
て
い
る
︒

二
期
埋
立
工
事
が
白
紙
に
な
っ
た
こ
と
で
︑
市
川
市
民
が
失
っ
た
も
の
︑

あ
る
い
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
大
き
な
資
産
の
ひ
と
つ
に
︑

﹁
海
浜
﹂を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
前
述
し
た
一
九
七
六
年
策
定
の﹁
千

葉
県
新
総
合
五
か
年
計
画
﹂
に
お
い
て
都
市
装
置
と
し
て
の
施
策
と
並
ん

で
謳
わ
れ
て
い
る
設
備
と
し
て
︑﹁
自
然
環
境
の
保
全
及
び
野
鳥
保
護
の

た
め
の
人
工
海
浜
等
を
造
成
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
︒
現
在
の
市
川
市
の

海
岸
線
に
は
︑
工
場
や
倉
庫
が
建
ち
並
び
︑
市
民
が
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
海
浜
は
な
い
︒
海
が
あ
る
都
市
で
あ
り
な
が
ら
︑
潮
干
狩
り
や
海
水
浴

な
ど
︑
海
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と
も
︑
海
風
を
感
じ
な
が
ら
︑
散
策

を
す
る
こ
と
も
市
川
市
民
は
で
き
な
い
︒
本
来
︑
身
近
に
あ
る
は
ず
の
海

が
︑
直
立
護
岸
に
隔
た
れ
︑
遠
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

臨
海
部
に
関
す
る
市
川
市
か
ら
県
へ
の
要
望
の
発
信
は
現
在
も
続
い
て

い
る
︒
こ
れ
か
ら
も
︑﹁
三
番
瀬
﹂
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
︑〝
海
〟

の
再
生
に
向
け
て
︑
市
川
市
や
関
連
団
体
︑
そ
し
て
市
民
は
視
線
を
向
け

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
︒

2

埋
立
地
の
産
業
変
遷

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
高
度
経
済
成
長
に
は
歯
止
め
が
か
か
り
︑
一

九
七
二
年
頃
よ
り
低
成
長
期
に
入
っ
た
が
︑
千
葉
県
に
お
け
る
工
業
生
産

は
︑
全
体
と
し
て
は
拡
大
し
続
け
た
︒

千
葉
県
に
お
け
る
工
業
製
品
出
荷
額
は
︑
一
九
七
一
年
時
点
で
約
二
兆

五
〇
〇
〇
億
円
で
あ
っ
た
が
︑
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
一
九
七
四
年
に

は
約
五
兆
一
〇
〇
〇
億
円
と
な
り
︑
一
九
八
〇
年
に
は
約
九
兆
九
〇
〇
〇

億
円
に
ま
で
拡
大
し
た
︒
市
川
市
内
に
お
け
る
製
造
業
の
出
荷
額
も
︑
一

九
七
四
年
に
約
三
七
〇
〇
億
円
︑
一
九
八
〇
年
に
約
五
六
〇
〇
億
円
︑
一

九
八
九
年
に
は
約
六
八
〇
〇
億
円
と
顕
著
な
拡
大
を
示
し
て
い
る
︒
し
か

し
︑
東
京
湾
臨
海
部
に
進
出
し
て
い
た
重
厚
長
大
型
の
製
造
業
は
高
度
経

済
成
長
期
以
降
は
停
滞
し
つ
つ
あ
っ
た
︒
た
と
え
ば
︑
県
内
の
鉄
鋼
業
の
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〔5-3-8〕原木地区の物流拠点
（個人蔵）

出
荷
額
は
︑
一
九
七
七
年
が
約
一
兆
三
〇
〇
〇
億
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
︑

一
九
八
九
年
は
約
一
兆
九
〇
〇
〇
億
円
と
︑
製
造
業
全
体
に
比
し
て
増
加

は
緩
や
か
で
あ
る
︒
代
わ
っ
て
工
業
製
品
出
荷
額
の
拡
大
を
下
支
え
し
た

の
は
︑
電
気
機
械
や
精
密
機
器
な
ど
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
一
九
九
〇
年

代
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を
機
に
︑
製
造
業
は
全
体
と
し
て
停
滞
し
て
い
っ

た
︒こ

の
よ
う
に
︑
一
九
八
〇
年
代
の
重
厚
長
大
型
の
製
造
業
の
伸
び
悩
み
︑

そ
れ
に
続
く
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
製
造
業
全
体
の
停
滞
を
受
け
︑
東
京

湾
臨
海
部
で
は
製
造
拠
点
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
た
︒
大
規
模
な
工
場
が

減
少
し
︑
工
場
の
予
定
地
や
跡
地
に
は
多
様
な
業
種
が
進
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
︒
船
橋
・
習
志
野
市
域
に
集
積
す
る
大
規
模
商
業
施
設
︑
浦
安
市

域
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
や
文
教
地
区
な
ど
で
あ
る
︒
市

川
市
域
に
お
い
て
は
物
流
・
倉
庫
業
者
の
集
積
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
︒

市
川
市
域
の
臨
海
部
に
お
け
る
物
流
拠
点
急
増
の
契
機
は
二
回
あ
る
︒

最
初
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
︑一
九
七
二
年
︑新
東
京
国
際
空
港
（
現
・

成
田
空
港
）
開
業
を
前
に
︑
原
木
に
東
京
エ
ア
カ
ー
ゴ
・
シ
テ
ィ
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
（
T
A
C
T
）
が
設
立
さ
れ
︑
航
空
貨
物
の
通
関
業
務
を
開
始
し

た
と
き
で
あ
る
︒
湾
岸
道
路
（
東
関
東
自
動
車
道
・
首
都
高
速
湾
岸
線
）

の
開
通
を
控
え
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
を
見
越
し
て
︑

T
A
C
T
周
辺
に
は
主
と
し
て
航
空
貨
物
を
扱
う
物
流
事
業
者
が
相
次
ぎ
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〔5-3-9〕市川塩浜近辺のEC物流倉庫群
（個人蔵）

進
出
し
た
︒
そ
の
後
︑
成
田
空
港
で
の
一
般
貨
物
の
通
関
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
T
A
C
T
の
取
扱
量
は
減
少
し
︑
二
〇
〇
三
年
に
同
社
は
解

散
し
た
が
︑
そ
の
後
も
原
木
周
辺
で
は
多
数
の
物
流
拠
点
が
活
動
を
続
け

て
い
る
︒
5
︲
3
︲
8

二
番
目
の
契
機
は
︑
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
の
一
般
家
庭
へ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
関
係
す
る
︒
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
︑

パ
ソ
コ
ン
の
低
価
格
化
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
を
背
景
に
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
業
界
が
急
成
長
し
た
︒
市
川
市
の
臨
海
部

は
東
京
に
至
近
で
高
速
道
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
と
好
条
件
が
揃
っ

て
い
た
た
め
︑
業
界
に
︑
配
送
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
地
と
な
っ
た
︒

5
︲
3
︲
01
は
︑市
川
市
臨
海
部
に
お
け
る
製
造
業
と
運
輸
業
（
物
流
・

倉
庫
業
を
含
む
）
の
事
業
所
数
で
あ
る
︒
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代

に
か
け
て
増
加
し
た
製
造
業
の
事
業
所
が
一
九
九
〇
年
こ
ろ
を
頂
点
に
減

少
に
転
じ
︑
一
方
で
運
輸
業
の
事
業
所
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
︑
ま
た

T
A
C
T
解
散
に
よ
り
原
木
周
辺
の
運
輸
事
業
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
︒

市
川
市
臨
海
部
に
は
︑
E
C
（
電
子
商
取
引
）
の
大
手
で
あ
る
ア
マ
ゾ

ン
や
楽
天
な
ど
︑
多
く
の
企
業
の
物
流
・
倉
庫
事
業
者
の
進
出
が
相
次
い

だ
。
5
︲
3
︲
9

や
が
て
配
送
拠
点
に
は
大
規
模
化
・
高
機
能
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
︒
荷
主
か
ら
製
品
の
物
流
業
務
を
包
括
的
に
受
託
す
る
サ
ー
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〔5-3-10〕臨海部における製造業と運輸業の事業所数

1973（昭和48）年 1982（昭和57）年 1991（平成3）年 2012（平成24）年

製造業
（　）内はうち従業
員数20人以上

運輸業
※

製造業
（　）内はうち従業
員数30人以上

運輸業
※

製造業
（　）内はうち従業
員数30人以上

運輸業
製造業

（　）内はうち従業
員数30人以上

運輸業

江
戸
川
右
岸

塩浜 （造成中） 26（15） 15 44（22） 40 25（12） 40

千鳥町 11（10） 3 18（6） 3 16（7） 6 8（2） 18

高浜町 4（2） 2 3（2） 2 5（3） 2 2（1） 6

下妙典 3（0） 0 0（0） 1 0（0） 0 0（0） 0

本行徳※ 16（1） 2 5（0） 9 12（0） 14 2（0） 15

加藤新田 3（3） 0 2（1） 0 2（2） 0 1（1） 0

右岸合計 37（16） 7 54（24） 30 79（34） 62 38（16） 79

江
戸
川
左
岸

上妙典 4（2） 0 2（1） 0 2（1） 3 0（0） 1

高谷新町 9（9） 5 9（8） 5 13（9） 15 11（9） 15

二俣新町 9（9） 5 7（5） 5 6（5） 8 7（6） 19

高谷 10（5） 5 10（2） 10 11（2） 9 8（2） 15

原木 9（2） 1 28（1） 67 35（2） 117 5（1） 33

二俣 7（4） 1 9（2） 2 11（2） 26 3（1） 17

東浜 （造成中） 0（0） 1 2（2） 3 2（1） 12

左岸合計 48（31） 17 65（19） 90 80（23） 181 36（20） 112

※1973年・1982年の運輸業は前年の数値
※本行徳には行徳街道沿道（住居表示実施済区域）と臨海部の双方を含む
　運輸業は、1973〜1991年が「運輸通信業」、2012年が「運輸業郵便業」

（『市川市統計年鑑』各年度より作成）
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第4節
外
環
道
路
と
市
川
市

1

外
環
道
路
建
設
計
画
と
建
設
反
対
運
動
の
萌
芽

市
川
市
域
の
都
市
基
盤
整
備
に
関
し
て
︑
お
よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
り
最

大
の
課
題
と
な
っ
た
の
が
︑東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
以
下
︑外
環
道
路
）

の
建
設
を
巡
る
問
題
で
あ
っ
た
︒

外
環
道
路
は
︑﹁
首
都
圏
の
都
心
方
向
に
集
中
す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
︑

導
入
す
る
と
と
も
に
都
心
に
起
終
点
を
持
た
な
い
交
通
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ

る
な
ど
︑
首
都
圏
の
均
衡
あ
る
道
路
網
体
系
﹂（﹃
み
ど
り
の
道
﹄
一
号
）

を
確
立
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
︒

外
環
道
路
は
︑
神
奈
川
県
川
崎
市
を
起
点
に
東
京
都
三
鷹
市
・
武
蔵
野

市
練
馬
区
︑
埼
玉
県
南
部
な
ど
を
経
由
し
︑
千
葉
県
は
松
戸
市
を
通
り
市

川
市
で
東
京
湾
岸
道
路
に
接
続
す
る
︒
東
京
の
都
心
部
を
通
過
す
る
こ
と

な
く
︑
東
名
高
速
道
路
・
中
央
自
動
車
道
・
東
北
自
動
車
道
な
ど
主
要
な

道
路
と
分
岐
・
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒
計
画
時
の
道
路
構

造
は
︑
幅
員
四
〇
～
六
九
メ
ー
ト
ル
︑
上
下
二
層
八
車
線
で
︑
下
層
四
車

線
が
一
般
国
道
︑
上
層
四
車
線
が
高
速
道
路
と
な
り
︑
高
架
部
分
の
高
さ

ド
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
︑
当
初
︑
外
資
系
物
流
不
動
産
業

界
が
先
行
し
て
い
た
が
︑
国
内
事
業
者
も
巻
き
返
し
︑
塩
浜
を
中
心
と
す

る
市
川
市
臨
海
部
に
は
両
者
の
大
規
模
な
倉
庫
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
っ

た
︒こ

れ
ら
大
規
模
な
物
流
拠
点
の
急
増
に
よ
り
︑
二
〇
一
三
年
の
地
価
公

示
で
は
︑
工
業
用
地
と
し
て
は
塩
浜
三
丁
目
が
対
前
年
比
上
昇
率
全
国
一

位
と
な
っ
て
い
る
︒
京
葉
線
の
車
窓
か
ら
は
︑
建
ち
並
ぶ
現
代
的
な
倉
庫

群
が
見
え
る
︒
そ
の
個
性
的
な
街
の
姿
は
︑
市
川
市
の
新
し
い
顔
を
呈
し

て
い
る
︒
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は
七
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
︒
5
︲
4
︲
1
供
用
開
始
後
の
交
通
量

は
︑
一
日
当
た
り
約
一
九
万
台
と
想
定
さ
れ
て
い
た
︒

外
環
道
路
﹁
千
葉
区
間
﹂
の
う
ち
︑
市
川
市
域
は
︑
松
戸
市
境
の
北
国

分
か
ら
国
分
・
京
成
菅
野
駅
付
近
・
田
尻
を
通
過
し
高
谷
に
至
る
約
一
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
︒
5
︲
4
︲
2
こ
の
経
路
上
に
は
国
分
・
須
和

田
・
菅
野
・
平
田
な
ど
の
住
宅
密
集
地
が
あ
り
︑﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄（
一

九
七
五
年
十
二
月
二
十
日
付
号
外
）
で
は
︑
外
環
開
通
に
よ
っ
て
予
想
さ

れ
る
影
響
と
し
て
︑
建
設
予
定
地
上
に
あ
る
住
宅
約
一
〇
〇
〇
戸
の
立
ち

退
き
︑
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
七
〇
ホ
ン
の
騒
音
︑
排
気
ガ
ス
に
よ
る
広
い

範
囲
の
大
気
汚
染
を
あ
げ
て
お
り
︑
ほ
か
に
も
小
中
学
校
区
の
分
断
な
ど

様
々
な
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
︒

外
環
道
路
の
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
︑
既
に
計
画
実
施
を
目
前

に
控
え
た
段
階
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
は
法
整
備
の
問
題
に
関
係
し
て
い
る
︒

外
環
道
路
の
建
設
計
画
は
︑
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
制
定
の
都
市
計
画

法
（
旧
法
）
に
拠
っ
て
い
た
︒
旧
法
は
戦
前
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
︑
住

民
の
意
向
を
重
視
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
︑一
九
六
八（
昭
和
四
三
）

年
に
廃
止
さ
れ
︑
代
わ
っ
て
新
た
な
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
た
︒
し
か

し
︑
外
環
道
路
の
計
画
は
︑
新
し
い
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
る
二
週
間

前
に
決
定
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
た
め
旧
法
に
拠
っ
た
法
律
だ
っ
た
の
で
あ

る
︒計

画
を
知
っ
た
市
川
の
住
民
ら
は
︑
一
九
七
一
年
六
月
︑
市
議
会
に
一

八
三
二
名
の
署
名
を
も
っ
て
外
環
計
画
の
凍
結
・
再
検
討
の
請
願
を
行
っ

た
︒
請
願
で
は
︑
学
校
や
住
宅
地
の
な
か
に
道
路
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
︑
立
ち
退
き
の
必
要
や
︑
騒
音
・
空
気
汚
染
・
交
通
事
故
の
増
加
へ

の
懸
念
が
つ
づ
ら
れ
︑﹁
こ
の
計
画
道
路
は
私
達
の
毎
日
の
生
活
を
便
利

に
す
る
道
路
で
は
な
く
︑
首
都
東
京
を
中
心
と
し
た
交
通
緩
和
︑
物
資
の

輸
送
を
目
的
と
し
て
お
り
︑
市
川
は
通
過
さ
れ
る
だ
け
の
都
市
と
な
る
﹂

（﹃
外
環
道
路
反
対
運
動
十
年
の
記
録
﹄）
と
︑
外
環
道
路
が
住
民
や
市
川

市
と
は
乖か

い

離り

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
そ
の
負
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
を
訴
え
て
い
る
︒

市
川
市
議
会
建
設
委
員
会
で
は
︑
提
出
さ
れ
た
﹁
東
京
外
郭
環
状
道
路

一
号
線
建
設
計
画
の
凍
結
︑
再
検
討
に
関
す
る
請
願
﹂
の
︑

一
︑
住
宅
地
を
縦
断
す
る
こ
と
に
よ
り
せ
っ
か
く
求
め
た
生
活
の
場

所
を
失
い
補
償
は
あ
っ
て
も
結
局
は
経
済
的
に
も
損
失
を
受
け

る

二
︑
道
路
沿
い
の
住
民
は
公
害
に
苦
し
む

三
︑
数
多
く
の
学
校
近
く
を
走
る
た
め
騒
音
と
振
動
で
学
園
生
活
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
︑
激
発
す
る
交
通
事
故
と
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
等
で
多
数
の
児
童
は
傷
つ
く

四
︑
日
常
生
活
に
ほ
と
ん
ど
プ
ラ
ス
す
る
も
の
が
な
い

（﹃
市
川
市
議
会
定
例
会
会
議
録

昭
和
四
六
年
六
月
﹄）
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（『外環道路反対運動十年の記録』より転載）

（『外環道路反対運動十年の記録』より転載）

〔5-4-1〕外環道路断面図

〔5-4-2〕外環道路（市川市域）
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を
願
意
妥
当
と
し
︑
市
議
会
本
会
議
も
請
願
を
採
択
し
た
︒
続
い
て
市
議

会
で
は
︑
請
願
の
要
望
に
沿
っ
て
︑﹁
東
京
外
郭
環
状
道
路
の
凍
結
︑
再

検
討
に
関
す
る
決
議
﹂
を
採
択
し
た
︒

市
川
市
議
会
に
続
き
︑
翌
月
に
は
松
戸
市
議
会
も
﹁
凍
結
・
再
検
討
﹂

の
五
〇
〇
〇
名
の
署
名
に
よ
る
請
願
を
採
択
し
︑
同
月
︑
千
葉
県
議
会
も

一
万
三
六
六
七
名
の
署
名
と
と
も
に
提
出
さ
れ
た
﹁
外
環
計
画
の
凍
結
・

再
検
討
﹂
の
請
願
を
採
択
し
た
︒

市
川
市
議
会
は
︑
住
民
に
よ
る
反
対
運
動
に
呼
応
し
︑
一
九
七
一
年
九

月
︑
市
議
会
内
に
﹁
東
京
外
郭
環
状
線
道
路
問
題
協
議
会
﹂
を
設
置
し
︑

翌
年
十
月
に
は
東
京
外
郭
環
状
道
路
建
設
計
画
反
対
に
関
す
る
決
議
を
行

っ
た
︒
こ
の
決
議
文
で
も
︑
外
環
道
路
の
計
画
で
︑
立
ち
退
き
と
と
も
に

懸
念
さ
れ
て
い
た
の
は
︑
大
気
汚
染
や
騒
音
・
振
動
と
い
っ
た
自
動
車
公

害
の
悪
化
で
あ
っ
た
︒
一
九
六
八
年
に
は
大
気
汚
染
防
止
法
が
成
立
し
︑

一
九
七
一
年
に
は
環
境
庁
（
現
・
環
境
省
）
が
発
足
し
て
い
る
︒
幹
線
道

路
の
整
備
と
公
害
の
抑
制
と
い
う
相
反
す
る
施
策
が
同
時
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
︒

市
民
の
声
︑市
議
会
の
動
き
が
活
発
に
な
る
な
か
︑当
時
の
市
川
市
長
・

富
川
進
は
︑
一
九
七
二
年
八
月
の
東
京
外
郭
環
状
線
道
路
問
題
協
議
会
に

お
い
て
︑﹁
外
環
建
設
は
不
可
能
﹂
と
表
明
し
︑
十
一
月
に
は
︑﹁
東
京
外

郭
環
状
一
号
線
（
一
般
国
道
二
九
八
号
）
道
路
建
設
計
画
に
つ
い
て
﹂
を
︑

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
長
に
提
出
し
た
︒
そ
こ
に
は
︑
外
環
道
路
を

﹁
首
都
圏
幹
線
道
路
の
基
幹
を
な
す
も
の
﹂
と
認
め
な
が
ら
も
︑
市
川
市

古
来
の
風
致
や
文
教
施
設
な
ど
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
守
る
た
め
︑
ま
た
市

川
市
議
会
︑
千
葉
県
議
会
に
お
い
て
建
設
計
画
反
対
の
決
議
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
情
勢
か
ら
も
︑
建
設
に
つ
い
て
再
考
を
願
う
旨
が
記
さ
れ
て

い
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
住
民
・
市
議
会
・
市
長
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・

視
点
か
ら
外
環
道
路
建
設
計
画
に
反
対
を
表
明
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
一

九
七
三
年
五
月
︑
建
設
省
は
葛
飾
区
～
市
川
区
間
の
工
事
開
始
を
告
示
し

た
の
で
あ
る
︒

2

住
民
・
市
・
市
議
会
〝
三
者
〟
に
よ
る

反
対
運
動
の
展
開

外
環
道
路
建
設
反
対
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
︑﹁
市
川
市
・
松
戸
市

外
環
道
路
対
策
協
議
会
連
合
﹂（
以
下
︑外
環
連
合
）
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
︑

市
川
市
と
松
戸
市
の
七
つ
の
住
民
運
動
の
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
で

あ
り
︑
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
十
二
月
に
結
成
さ
れ
た
︒
外
環
連
合

は
三
原
則
と
し
て
︑﹁
外
環
計
画
に
反
対
す
る
﹂﹁
超
党
派
の
運
動
と
す
る
﹂

﹁
住
民
の
主
体
を
つ
ら
ぬ
く
﹂（﹃
外
環
道
路
反
対
運
動
十
年
の
記
録
﹄）

を
掲
げ
て
連
帯
し
活
動
し
た
︒

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
︑
反
戦
平
和
運
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動
︑
公
害
・
大
規
模
開
発
・
公
共
工
事
へ
の
反
対
運
動
な
ど
︑
既
存
の
社

会
体
制
に
対
し
異
議
を
唱
え
る
運
動
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
た
︒
外
環

連
合
を
中
心
と
す
る
外
環
道
路
建
設
反
対
運
動
も
︑
そ
れ
ら
の
社
会
運
動

の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
︒

外
環
連
合
は
︑﹃
外
環
連
合
ニ
ュ
ー
ス
﹄
を
発
行
し
︑
チ
ラ
シ
を
作
成

し
て
外
環
反
対
運
動
を
住
民
の
側
か
ら
牽
引
し
た
︒
一
九
七
三
年
三
月
に

は
︑
前
年
十
二
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
千
葉
一
区
か
ら
選
出

さ
れ
た
代
議
士
全
員
と
外
環
連
合
と
で
外
環
反
対
連
絡
会
を
結
成
し
て
い

る
︒
一
九
七
三
年
五
月
に
建
設
省
が
工
事
開
始
を
告
示
す
る
と
︑
抗
議
行

動
を
起
こ
す
と
と
も
に
︑
外
環
連
合
は
六
月
に
は
︑
市
川
市
長
お
よ
び
市

議
会
議
長
に
対
し
︑
建
設
省
に
抗
議
す
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
︑
ま
た
︑

千
葉
県
知
事
と
会
見
し
︑
着
工
告
示
に
つ
い
て
国
に
抗
議
す
る
よ
う
要
望

を
出
し
た
︒

市
川
市
長
も
ま
た
︑
七
月
に
は
着
工
告
示
に
つ
い
て
千
葉
県
知
事
に
抗

議
を
要
望
し
︑
友
納
千
葉
県
知
事
は
県
議
会
に
お
い
て
地
元
の
意
志
を
尊

重
す
る
こ
と
を
答
弁
し
た
︒

こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
︑
七
月
︑
外
環
連
合
は
︑
建
設
省
に
行
政
不

服
審
査
法
に
基
づ
く
意
義
申
し
立
て
を
行
っ
た
が
︑
翌
月
異
議
は
却
下
と

な
り
︑
そ
の
後
︑
活
動
は
連
携
へ
と
あ
ゆ
み
を
進
め
て
い
っ
た
︒

一
九
七
五
年
一
月
︑
市
川
市
環
境
部
・
都
市
部
と
外
環
連
合
と
が
外
環

反
対
に
向
け
て
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
︒
そ
し
て
同
年

〔5-4-3〕千葉県知事への外環反対陳情の様子（1976年）
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〔5-4-4〕外環道路のあらましと外環計画の経緯を伝える広報
（『広報いちかわ』324号、1978年7月15日付）

七
月
︑市
川
市
議
会
は
︑﹁
外
環
道
路
建
設
反
対
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
︑

同
月
︑
市
川
市
外
環
問
題
審
議
会
（
市
）・
外
環
道
路
建
設
反
対
特
別
委

員
会
（
市
議
会
）・
外
環
連
合
（
住
民
）
の
三
者
に
よ
る
﹁
市
川
市
外
環

反
対
協
議
会
﹂
が
発
足
し
た
︒

一
九
七
五
年
七
月
︑
市
長
は
三
木
内
閣
総
理
大
臣
に
外
環
計
画
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
︑
九
月
に
は
そ
れ
に
対
し
︑
事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
︑

関
係
者
の
理
解
を
得
て
行
う
よ
う
建

設
大
臣
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
旨
︑

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
︒
同
年
九
月
︑

市
川
市
は
﹃
市
川
市
に
お
よ
ぼ
す
外

環
道
路
の
影
響
に
関
す
る
報
告
書
﹄

を
作
成
し
︑
建
設
省
・
国
土
庁
（
当

時
）・
大
蔵
省
（
同
）・
千
葉
県
・
東

京
都
・
埼
玉
県
な
ど
に
送
付
し
︑
市

民
に
向
け
て
は
内
容
を
要
約
し
た
も

の
を
﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄
の
号
外
と

し
て
配
布
し
た
︒
ま
た
一
九
七
七
年

に
は
︑
こ
の
報
告
書
の
追
録
と
な
る

﹃
外
環
道
路
建
設
反
対
関
連
資
料
﹄

が
市
・
市
議
会
・
外
環
連
合
の
三
者

に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
︒

市
川
の
住
民
や
団
体
の
す
べ
て
が
外
環
道
路
建
設
に
反
対
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
︒
臨
海
部
の
埋
立
地
に
進
出
し
た
企
業
に
よ
る
市
川
港

開
発
協
議
会
は
︑
一
九
七
五
年
十
一
月
︑
外
環
道
路
の
う
ち
京
葉
道
路
～

湾
岸
道
路
間
の
建
設
促
進
に
つ
い
て
の
願
書
を
市
長
に
提
出
し
て
い
る
︒

根
強
い
反
対
運
動
に
よ
り
外
環
道
路
の
建
設
は
膠こ

う

着ち
ゃ
く

状
態
と
な
っ
て
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い
た
︒
建
設
省
は
︑
一
九
七
七
年
十
月
の
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お

い
て
︑
千
葉
県
下
の
一
部
の
江
戸
川
の
橋
梁
工
事
に
着
手
し
た
い
と
述
べ

た
︒
こ
れ
に
対
し
て
松
戸
市
長
は
︑
国
道
六
号
（
水
戸
街
道
）
の
混
雑
解

消
を
理
由
に
︑
架
橋
は
や
む
を
得
な
い
旨
を
発
言
し
た
︒
一
九
七
八
年
一

月
︑
外
環
連
合
は
︑
江
戸
川
架
橋
に
関
し
て
︑
県
と
話
し
合
い
︑
ま
た
︑

市
川
市
長
は
一
九
七
八
年
一
月
に
千
葉
県
知
事
に
提
出
し
た
要
請
書
の
な

か
で
︑
江
戸
川
架
橋
工
事
が
近
く
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
遺
憾
の
意

を
表
し
た
︒

反
対
運
動
に
足
並
み
の
乱
れ
を
含
み
な
が
ら
︑
一
九
七
八
年
五
月
︑
千

葉
県
知
事
が
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
に
提
出
し
た
﹁
東
京
外
郭
環
状
道

路
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
﹂
に
は
︑

最
近
松
戸
市
か
ら
県
に
対
し
て
江
戸
川
架
橋
（
高
速
部
を
除
く
一
般

部
）
促
進
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
︑
架
橋
に
つ
い

て
は
国
道
六
号
以
南
と
切
り
離
し
て
取
り
図
ら
わ
れ
た
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
︒
ま
た
︑
国
道
六
号
以
南
に
つ
い
て
は
納
得
さ
れ
る
結
論

が
で
る
ま
で
の
間
事
業
の
実
施
を
見
合
せ
︑
さ
ら
に
抜
本
的
か
つ
徹

底
的
な
御
検
討
を
賜
り
た
く
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

と
い
う
願
い
が
綴つ

づ

ら
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
外
環
連
合
は
︑
一
九
七
八
年
六

月
︑
住
民
代
表
一
二
〇
人
が
川
上
千
葉
県
知
事
と
会
見
し
︑﹁
外
環
計
画

の
廃
止
を
求
め
る
﹂
陳
情
に
は
実
に
一
二
万
三
八
四
一
人
の
署
名
簿
を
手

渡
し
︑
そ
の
強
い
意
志
を
示
し
た
の
で
あ
る
︒

3

県
・
市
の
政
策
転
換

膠
着
状
態
で
あ
っ
た
外
環
計
画
が
再
度
動
き
出
す
一
つ
の
契
機
と
な
っ

た
の
が
︑一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
こ
ろ
よ
り
︑東
京
湾
横
断
道
路
（
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
）
を
は
じ
め
と
す
る
首
都
圏
の
幹
線
道
路
網
に
つ
い

て
整
備
の
促
進
を
求
め
る
意
見
が
︑
関
係
す
る
自
治
体
や
経
済
団
体
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
政
財
界
に
お
け
る
勉
強
会

な
ど
で
も
︑
東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
促
進
と
と
も
に
外
環
道
路
整
備
が

話
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
新
聞
で
も
伝
え
ら
れ
た
︒

市
川
市
・
市
川
市
議
会
は
外
環
道
路
建
設
反
対
で
あ
り
︑
千
葉
県
議
会

も
基
本
的
に
は
反
対
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
一
九
八
五
年
十
月
︑
千
葉
県

議
会
で
﹁
東
京
外
郭
環
状
道
路
早
期
進
展
を
求
め
る
決
議
﹂
が
可
決
さ
れ

た
︒﹃
千
葉
県
定
例
県
議
会
会
議
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
決
議
案
の
提
案

者
は
︑﹁
凍
結
状
態
に
な
っ
て
い
る
﹂
外
環
道
路
に
つ
い
て
︑
十
余
年
を

経
過
し
︑﹁
最
近
で
は
地
震
︑
災
害
対
策
︑
都
市
基
盤
の
整
備
︑
そ
し
て

交
通
混
雑
緩
和
の
面
か
ら
も
南
北
道
路
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
ど
情
勢
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
﹂
と
し
︑
ま
た
﹁
横
断
道
路
の
着
工
を
受
け

て
県
内
の
幹
線
道
路
網
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
﹂
と
決
議
の
必
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要
性
を
述
べ
て
い
る
︒

一
九
八
〇
年
五
月
に
策
定
さ
れ
た
﹁
千
葉
県
長
期
構
想
﹂
で
は
外
環
道

路
の
事
業
内
容
は
︑﹁﹃
西
地
域
﹄︑﹃
中
央
地
域
﹄
と
埼
玉
方
面
と
を
連
絡

し
︑
地
域
の
利
便
性
や
都
市
機
能
の
充
実
に
資
す
る
東
京
外
郭
環
状
道
路
︑

国
道
一
六
号
の
建
設
︑
整
備
を
図
る
︒﹂
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
︑
早

期
進
展
決
議
後
の
一
九
八
五
年
十
二
月
に
策
定
さ
れ
た
﹁
ふ
る
さ
と
千
葉

五
か
年
計
画
﹂
で
は
︑﹁
本
県
と
東
北
自
動
車
道
︑
関
越
自
動
車
道
等
の

縦
貫
道
と
を
連
絡
す
る
基
幹
道
路
と
し
て
︑
ル
ー
ト
・
構
造
等
の
決
定
を

待
っ
て
事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
︒﹂
と
外
環
道
路
の
建
設
促
進
が
謳
わ

れ
て
い
る
︒
千
葉
県
・
千
葉
県
議
会
は
︑
反
対
意
見
を
内
包
し
な
が
ら
も
︑

一
九
八
〇
年
代
半
ば
よ
り
︑
外
環
道
路
を
東
京
湾
横
断
道
路
な
ど
と
と
も

に
今
後
整
備
す
べ
き
幹
線
道
路
網
の
な
か
に
位
置
づ
け
︑
建
設
推
進
に
政

策
が
転
換
し
つ
つ
あ
っ
た
︒

一
九
八
七
年
十
月
︑
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
長
（
現
・
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
長
）
か
ら
千
葉
県
知
事
に
対
し
検
討
結
果
が
提
示
さ
れ
︑

翌
月
︑
千
葉
県
知
事
か
ら
市
川
市
長
に
﹁
再
検
討
案
﹂
が
提
示
さ
れ
た
︒

同
案
で
は
従
来
の
高
速
道
路
を
高
架
主
体
と
す
る
構
造
か
ら
︑
大
部
分
を

半
地
下
（
掘
割
ス
リ
ッ
ト
構
造
）
に
変
更
し
て
い
た
︒
5
︲
4
︲
5

市
川
市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
再
検
討
案
を
め
ぐ
り
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
た
︒
案
の
返
上
を
求
め
る
意
見
に
対
し
︑
市
の
担
当
者
は
︑﹁
再
検
討

案
の
提
示
を
白
紙
の
状
態
で
受
け
た
︒
白
紙
の
状
態
と
は
︑
ど
ち
ら
に
も

（『いちかわ市議会だより』外環特集号、1993年3月15日付ほかより作成）

〔5-4-5〕外環道路構造図
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偏
し
な
い
公
平
・
中
立
の
立
場
で
検
討
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
︑

再
検
討
案
を
返
上
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
﹂
と
し
な
が
ら
も
︑﹁
十

六
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
の
反
対
運
動
の
積
み
重
ね
は
尊
重
し
て

検
討
し
て
い
く
﹂（﹃
い
ち
か
わ
市
議
会
だ
よ
り
﹄
一
九
八
八
年
十
一
月
二

日
付
）
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
る
︒

市
川
市
議
会
で
は
︑
一
九
七
五
年
に
初
め
て
外
環
道
路
建
設
反
対
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
︑
外
環
反
対
の
姿
勢
を
持
っ
た
委
員
会
で
あ
る

べ
き
と
す
る
意
見
と
︑
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
る
委
員
会
と
す
べ
き
と

す
る
意
見
が
拮
抗
し
︑
そ
の
結
果
︑
こ
の
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
新
た

に
﹁
東
京
外
郭
環
状
道
路
対
策
特
別
委
員
会
﹂（
以
下
︑
外
環
対
策
特
別

委
員
会
）
が
設
置
さ
れ
た
︒

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
な
る
と
︑
市
議
会
で
は
各
会
派
に
よ
り
外

環
問
題
へ
の
姿
勢
の
差
異
は
よ
り
明
確
化
し
て
い
た
︒

一
方
︑
外
環
道
路
に
賛
成
す
る
住
民
も
増
加
し
て
き
た
︒
市
川
市
民
に

よ
る
初
の
外
環
促
進
の
陳
情
は
︑
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
十
月
︑
約

二
〇
〇
〇
人
の
署
名
を
も
っ
て
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た
︒
一
九
八
九
（
平

成
元
）
年
九
月
に
は
︑
や
は
り
促
進
を
求
め
る
陳
情
が
︑
一
万
七
〇
〇
〇

人
近
い
署
名
を
集
め
て
い
る
︒
ま
た
︑
市
川
・
松
戸
両
市
の
住
民
に
よ
る

﹁
外
か
ん
道
の
早
期
建
設
を
促
進
す
る
会
﹂（
一
九
九
一
年
六
月
結
成
）

な
ど
︑
外
環
建
設
を
求
め
る
市
民
団
体
も
結
成
さ
れ
て
い
た
︒

松
戸
市
は
一
九
八
九
年
︑﹁
再
検
討
案
﹂
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
︑
十

二
月
︑
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
に
そ
の
旨
を
回
答
し
た
︒

一
九
九
一
年
十
二
月
︑
第
二
九
回
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議

会
（
国
幹
審
）
は
外
環
道
を
予
定
路
線
か
ら
基
本
計
画
路
線
に
格
上
げ
し

た
︒
建
設
に
反
対
す
る
住
民
た
ち
は
︑﹁
外
環
反
対
運
動
二
十
周
年
住
民

大
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

一
九
八
七
年
の
﹁
再
検
討
案
﹂
に
関
し
︑
建
設
省
は
一
九
八
八
年
︑
大

気
汚
染
（
二
酸
化
窒
素
濃
度
）・
騒
音
・
振
動
に
つ
い
て
環
境
保
全
目
標

が
達
成
さ
れ
る
と
し
て
い
た
が
︑
市
川
市
も
再
検
討
案
に
対
し
︑
環
境
行

政
の
観
点
か
ら
市
民
の
健
康
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
性

を
認
め
独
自
に
環
境
影
響
調
査
を
実
施
し
︑
そ
の
結
果
を
一
九
九
〇
年
に

公
表
し
た
︒
同
年
四
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
外
環
対
策
特
別
委
員
会
に
お

い
て
︑
県
の
担
当
者
は
︑
そ
の
結
果
に
対
し
︑﹁
必
要
な
対
策
を
講
ず
れ
ば
︑

C
O
︑
N
O

2
は
環
境
基
準
を
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︑
騒
音
︑
振

動
も
保
全
目
標
は
達
成
で
き
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
国
が
再

検
討
案
に
つ
い
て
︑
環
境
保
全
が
十
分
に
で
き
る
と
い
う
趣
旨
と
基
本
的

に
は
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
う
︒﹂（﹃
い
ち
か
わ
市
議
会
だ
よ
り
﹄
一
九

九
〇
年
六
月
一
日
付
）
と
述
べ
て
い
る
︒

一
方
で
市
川
市
は
︑
従
来
の
﹁
都
市
計
画
ル
ー
ト
﹂・﹁
掘
割
ス
リ
ッ
ト

構
造
﹂
と
い
う
建
設
計
画
に
対
し
て
︑
ル
ー
ト
に
関
し
て
は
江
戸
川
左
岸

に
沿
う
﹁
江
戸
川
ル
ー
ト
﹂
と
既
存
の
市
川
松
戸
有
料
道
路
を
活
用
す
る

﹁
市
川
松
戸
有
料
ル
ー
ト
﹂︑
構
造
に
関
し
て
は
﹁
五
二
メ
ー
ト
ル
地
下
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構
造
﹂
と
﹁
四
〇
メ
ー
ト
ル
地
下
構
造
﹂
と
い
う
代
替
案
を
あ
げ
た
︒
そ

し
て
従
来
の
建
設
計
画
と
比
較
検
討
し
︑
そ
の
結
果
を
一
九
九
一
年
九
月
︑

市
議
会
の
外
環
対
策
特
別
委
員
会
に
提
示
し
た
︒
し
か
し
︑
市
川
松
戸
有

料
ル
ー
ト
は
建
築
制
限
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
集
合
住
宅
が
多
く
︑
都

市
計
画
法
に
よ
る
建
築
制
限
が
な
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
ル
ー
ト
に
比
し

て
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
る
世
帯
が
多
く
︑
ま
た
江
戸
川
ル
ー
ト
は
地
域
の

分
断
を
避
け
ら
れ
る
も
の
の
河
川
管
理
・
安
全
対
策
上
の
問
題
が
生
じ
る

こ
と
な
ど
か
ら
︑
都
市
計
画
ル
ー
ト
が
有
利
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
環
境
問

題
へ
の
対
策
は
︑
地
下
構
造
が
有
利
と
さ
れ
た
︒

同
時
に
︑
外
環
道
路
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
が
︑
そ
れ
ら
の
施
策
は
莫
大
な
事
業
費
を
要
す
る
上
︑
外
環
道

路
建
設
の
場
合
と
同
様
に
移
転
問
題
な
ど
﹁
新
た
に
市
民
に
協
力
を
求
め

る
事
態
が
起
こ
る
﹂（﹃
い
ち
か
わ
市
議
会
だ
よ
り
﹄
一
九
九
一
年
十
一
月

十
五
日
付
）
と
考
え
ら
れ
る
︑
と
さ
れ
た
︒

一
九
九
二
年
︑
市
川
市
は
外
環
計
画
に
関
し
て
︑
市
内
全
域
に
わ
た
る

二
〇
歳
以
上
の
男
女
三
〇
〇
〇
人
の
無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
意
向
調
査

を
実
施
し
︑
そ
の
結
果
を
得
て
︑
翌
一
九
九
三
年
二
月
に
外
環
対
策
特
別

委
員
会
は
集
中
審
査
を
行
っ
た
︒
市
民
意
向
調
査
は
︑﹁
有
効
な
計
画
﹂

が
二
〇
・
五
％
︑﹁
よ
い
と
は
思
わ
な
い
﹂が
一
五
・
八
％
で
あ
っ
た
が
︑﹁
も

う
少
し
改
善
す
れ
ば
有
効
な
計
画
﹂
が
一
七
・
〇
％
と
集
計
さ
れ
︑﹁
今

の
ま
ま
で
は
や
む
を
得
な
い
﹂
の
二
四
・
二
％
と
い
う
消
極
的
な
同
意
を

含
め
る
と
︑
受
け
入
れ
を
容
認
す
る
回
答
が
約
六
割
を
占
め
た
︒

5
︲
4
︲
6

外
環
対
策
特
別
委
員
会
は
︑
一
五
項
目
の
要
望
を
付
し
て

受
け
入
れ
動
議
を
可
決
し
︑
市
川
市
議
会
は
二
月
定
例
会
に
お
い
て
外
環

道
路
の
受
け
入
れ
を
決
定
し
︑
同
年
六
月
︑
市
川
市
長
が
千
葉
県
知
事
に

対
し
て
︑﹁
路
線
﹂﹁
構
造
（
二
項
目
）﹂﹁
環
境
（
三
項
目
）﹂﹁
移
転
（
二

項
目
）﹂﹁
分
断
﹂﹁
抵
触
（
二
項
目
）﹂﹁
交
通
（
二
項
目
）﹂﹁
関
連
事
業
（
四

項
目
）﹂﹁
そ
の
他
（
五
項
目
）﹂
の
九
分
類
二
二
項
目
の
条
件
を
付
し
て

受
け
入
れ
を
回
答
し
た
︒

九
分
類
二
二
項
目
に
は
︑
関
係
住
民
に
対
し
て
建
設
計
画
の
十
分
な
周

知
を
図
る
こ
と
（
路
線
）︑
地
域
の
特
性
や
安
全
性
な
ど
に
配
慮
し
︑
周

辺
の
土
地
利
用
状
況
と
整
合
性
が
図
れ
る
構
造
と
す
る
こ
と
（
構
造
）︑

環
境
保
全
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
（
環
境
）︑
移
転

が
必
要
な
人
の
意
向
に
沿
っ
た
措
置
を
講
じ
︑
資
金
に
つ
い
て
も
対
応
に

あ
た
る
こ
と
（
移
転
）︑
分
断
の
影
響
が
極
力
少
な
く
な
る
よ
う
施
設
の

配
置
を
す
る
こ
と
（
分
断
）︑
ク
ロ
マ
ツ
の
保
全
や
公
園
・
遺
跡
に
つ
い

て
適
切
な
処
理
を
講
ず
る
こ
と
（
抵
触
）︑
市
域
内
の
円
滑
な
交
通
対
策

に
配
慮
し
︑
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
計
画
に
つ
い
て

は
市
川
市
に
事
前
に
十
分
協
議
す
る
こ
と
（
交
通
）︑
ほ
か
外
環
道
路
に

関
わ
る
県
の
諸
事
業
や
広
域
事
業
に
つ
い
て
記
し
（
関
連
事
業
・
そ
の
他
）︑

﹁
本
市
の
行
う
都
市
計
画
事
業
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
︑
そ
の

促
進
に
協
力
す
る
こ
と
﹂﹁
現
時
点
以
降
の
課
題
等
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
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都
度
国
・
県
・
市
の
三
者
で
協
議
し
︑
市
民
に
十
分
周
知
す
る
こ
と
﹂（
そ

の
他
）
と
い
う
要
望
で
結
ん
で
い
る
︒
外
環
道
路
の
建
設
が
不
可
避
で
あ

る
状
況
へ
と
進
む
な
か
︑
市
川
市
は
受
け
入
れ
へ
と
方
針
を
転
換
す
る
こ

と
と
な
っ
た
︒
こ
こ
か
ら
の
市
川
市
は
外
環
道
路
の
諾だ

く

否ひ

で
は
な
く
︑
市

や
市
民
に
と
っ
て
︑
い
か
に
良
い
形
で
外
環
道
路
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
か
︑
と
い
う
こ
と
に
軸
を
変
え
︑
政
策
を
転
換
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
︒

こ
れ
を
受
け
て
翌
七
月
︑
計
画
の
詳
細
を
検
討
す
る
た
め
︑
建
設
省
・

千
葉
県
・
松
戸
市
・
市
川
市
の
四
者
に
よ
る
﹁
東
京
外
か
く
環
状
道
路
計

画
調
整
協
議
会
﹂
が
設
置
さ
れ
て
い
る
︒

4

用
地
取
得
と
土
地
収
容
法

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
十
一
月
︑
市
川
市
と
松
戸
市
で
外
環
道
路
千

葉
県
区
間
計
画
案
の
事
前
説
明
会
が
行
わ
れ
︑市
川
市
で
は
六
会
場
で﹁
外

環
道
路
と
そ
れ
に
関
連
す
る
都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て
の
説
明
会
﹂
が
開

催
さ
れ
た
︒
翌
一
九
九
五
年
八
月
︑
都
市
計
画
案
（
千
葉
県
区
間
）
が
公

告
・
縦
覧
さ
れ
︑
一
九
九
六
年
四
月
に
は
︑
市
川
市
民
会
館
と
松
戸
市
立

南
部
小
学
校
に
お
い
て
︑
外
環
道
路
の
環
境
評
価
に
か
か
る
公
聴
会
が
開

催
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
出
席
し
た
公
聴
人
か
ら
は
︑﹁
既
存
の
道
路
は
狭
す

ぎ
る
﹂﹁
渋
滞
緩
和
が
期
待
で
き
る
﹂
な
ど
と
い
っ
た
賛
成
意
見
も
出
さ

（『いちかわ市議会だより』外環特集号、1993年3月15日付より作成）

〔5-4-6〕市民意向調査結果
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れ
た
が
︑﹁
環
境
影
響
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
﹂﹁
自
動

車
依
存
か
ら
脱
却
す
べ
き
で
あ
る
﹂﹁
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
が
必
要
で
あ

る
﹂
な
ど
の
反
対
意
見
も
述
べ
ら
れ
た
︒

同
年
六
月
︑
市
川
市
長
は
都
市
計
画
変
更
案
に
か
か
る
千
葉
県
知
事
照

会
に
対
し
て
︑
新
た
に
︑﹁
全
般
に
か
か
わ
る
事
項
（
六
項
目
）﹂﹁
大
気

質
に
か
か
わ
る
事
項
（
四
項
目
）﹂﹁
騒
音
に
か
か
わ
る
事
項
（
二
項
目
）﹂

﹁
自
然
環
境
に
か
か
わ
る
事
項（
八
項
目
）﹂﹁
水
質
に
か
か
わ
る
事
項（
三

項
目
）﹂﹁
そ
の
他
の
事
項
（
五
項
目
）﹂
の
六
分
類
二
八
項
目
の
要
望
を

添
え
て
回
答
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
一
九
九
三
年
の
九
分
類
二
二
項
目
の
う

え
に
︑
特
に
環
境
に
つ
い
て
の
要
望
を
多
方
面
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
述
べ

た
も
の
で
あ
る
︒
環
境
影
響
評
価
に
対
す
る
予
測
に
つ
い
て
も
︑﹁
予
測

の
際
に
設
定
し
た
条
件
等
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
交
通
量
︑

大
気
質
等
の
変
化
を
確
認
し
︑
環
境
保
全
目
標
の
達
成
が
困
難
と
予
測
さ

れ
る
場
合
は
︑
構
造
変
更
等
を
含
め
適
切
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
﹂
と

目
標
達
成
に
対
し
て
粘
り
強
く
対
応
し
て
い
く
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
︒

公
聴
会
で
の
市
民
の
切
実
な
叫
び
声
を
市
が
受
け
止
め
︑
発
信
し
た
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
︒

十
二
月
︑
松
戸
市
～
市
川
市
区
間
の
構
造
変
更
案
が
都
市
計
画
決
定
さ

れ
︑
第
三
〇
回
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
で
整
備
計
画
が
策

定
さ
れ
た
︒

一
九
九
八
年
十
二
月
︑
関
谷
建
設
大
臣
は
︑
外
環
道
路
の
市
川
市
区
間

に
つ
い
て
︑
日
本
道
路
公
団
に
対
し
て
施
行
命
令
を
発
し
た
︒
ま
た
︑
第

三
一
回
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
で
松
戸
市
区
間
も
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
た
︒

外
環
用
地
で
は
︑
千
葉
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
も

進
め
ら
れ
た
︒
調
査
に
よ
り
︑
市
内
の
外
環
用
地
か
ら
は
︑
縄
文
時
代
や

古
代
の
遺
物
な
ど
が
相
次
ぎ
発
掘
さ
れ
た
︒
特
に
堀
之
内
南
遺
跡
（
通
称

﹁
道
免
き
谷
津
﹂）
の
発
掘
調
査
で
は
︑
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て

の
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
︒

建
設
省
に
よ
り
外
環
用
地
・
外
環
代だ

い

替た
い

地ち

の
取
得
も
進
め
ら
れ
た
︒
代

替
地
は
立
ち
退
き
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
の
移
転
先
と
な
る
土
地
で
あ
る
︒

一
九
九
〇
年
頃
に
な
る
と
︑
外
環
計
画
が
膠
着
状
態
に
あ
る
な
か
︑
用
地

上
の
住
民
か
ら
は
︑
建
設
省
に
よ
る
土
地
の
買
い
取
り
を
希
望
す
る
声
も

上
が
り
始
め
た
︒

斉
藤
雪
彦
﹁
緑
・
水
辺
・
遺
跡
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
商
店
街
︑

住
宅
地
の
復
興
﹂（
外
環
反
対
連
絡
会
講
演
会
資
料
）
に
よ
れ
ば
︑
立
ち

退
き
と
な
る
建
設
予
定
地
や
そ
の
周
辺
の
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
か

ら
は
︑
道
路
建
設
や
そ
れ
に
伴
う
用
地
買
収
に
対
し
て
︑
外
環
用
地
か
ら

居
住
地
の
距
離
や
世
代
・
居
住
年
数
な
ど
に
よ
り
異
な
る
感
情
・
認
識
が

う
か
が
わ
れ
る
︒
長
年
市
川
に
居
住
し
地
元
に
愛
着
を
持
つ
住
民
は
外
環

へ
の
反
発
や
不
安
が
強
く
︑
逆
に
若
く
て
居
住
期
間
の
短
い
住
民
に
は
そ

れ
が
弱
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
い
う
︒
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二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
は
︑
市
川
市
内
に
お
け
る
外
環
用
地
の
取
得
率

（
面
積
ベ
ー
ス
）
は
八
〇
％
を
超
え
︑
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
末
に

は
市
川
・
松
戸
両
市
内
で
九
四
％
に
達
し
た
︒﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄（
二
〇

〇
六
年
八
月
二
十
六
日
付
）
に
よ
れ
ば
︑
二
〇
〇
六
年
三
月
末
時
点
で
︑

国
道
六
号
（
水
戸
街
道
）
矢
切
イ
ン
タ
ー
～
高
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
の

未
取
得
用
地
は
四
二
七
件
︑
う
ち
七
〇
件
が
﹁
土
地
・
建
物
の
調
査
拒
否

に
よ
る
未
調
査
﹂
で
あ
る
が
︑
残
る
三
五
七
件
の
う
ち
︑
二
五
六
件
は
︑

既
に
土
地
・
建
物
調
査
が
済
ん
で
い
る
︒
ま
た
︑
そ
れ
以
外
の
一
〇
一
件

は
︑
境
界
の
不
確
定
な
ど
に
よ
り
調
査
が
遅
れ
て
い
る
個
所
で
︑
両
者
併

せ
て
早
期
の
取
得
を
目
指
す
と
し
て
い
る
︒

外
環
建
設
の
動
き
が
難
渋
す
る
な
か
︑
日
本
道
路
公
団
や
国
土
交
通
省

（
二
〇
〇
一
年
︑
建
設
省
ほ
か
四
省
庁
を
統
合
し
て
発
足
）
や
市
川
市
は

外
環
道
路
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
︒

﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄
の
紙
面
で
も
︑
特
集
を
組
ん
で
外
環
道
路
の
メ
リ

ッ
ト
を
掲
載
し
た
︒
こ
の
よ
う
に
外
環
道
路
建
設
に
対
し
て
市
民
の
理

解
・
協
力
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
の
︑
そ
れ
で
も
残
さ
れ
て
い
た
未
買
収

地
に
つ
い
て
は
︑﹁
個
々
の
地
権
者
の
事
情
が
あ
る
が
︑
繰
り
返
し
話
し

合
い
︑
事
業
の
理
解
を
得
て
︑
交
渉
を
進
め
て
い
き
た
い
﹂（﹃
市
議
会
だ

よ
り
﹄
二
〇
〇
五
年
五
月
十
四
日
付
）
と
あ
る
よ
う
に
︑
地
権
者
と
の
粘

り
強
い
交
渉
に
よ
る
用
地
取
得
の
道
を
探
っ
た
︒

用
地
取
得
が
難
航
す
る
な
か
︑
二
〇
〇
六
年
十
月
に
設
置
さ
れ
た
国
土

交
通
省
・
東
日
本
高
速
道
路
（
二
〇
〇
五
年
︑
日
本
道
路
公
団
の
民
営
化

に
よ
り
発
足
）・
市
川
市
・
松
戸
市
の
関
係
者
に
よ
る
﹁
外
環
道
路
千
葉

県
区
間
整
備
促
進
に
係
る
調
整
会
議
﹂
の
第
四
回
会
議
（
二
〇
〇
七
年
十

一
月
）
に
お
い
て
︑
土
地
収
用
法
適
用
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
︒
国

土
交
通
省
・
東
日
本
高
速
道
路
は
︑
私
有
地
を
強
制
的
に
取
得
す
る
土
地

収
用
で
は
な
く
︑
交
渉
に
よ
る
用
地
取
得
を
目
指
し
た
が
︑
二
〇
〇
八
年

九
月
に
は
土
地
収
用
法
に
定
め
る
事
業
認
定
に
向
け
た
説
明
会
を
市
川
市

文
化
会
館
で
開
催
︑
翌
年
二
月
に
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
申
請
に
踏

み
切
り
︑
二
〇
一
〇
年
十
二
月
︑
土
地
の
強
制
収
用
を
可
能
と
す
る
事
業

で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
難
航
し
て
い
た
用
地
取
得
は
加

速
し
た
︒

土
地
収
用
法
の
事
業
認
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
︑
外
環
反
対
連
絡

会
は
二
〇
一
一
年
一
月
︑
事
業
認
定
の
取
消
を
求
め
る
異
議
申
立
書
を
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
し
て
い
る
︒

5

千
葉
区
間
の
開
通

用
地
の
取
得
と
並
行
し
て
︑
一
部
区
間
で
は
建
設
工
事
も
開
始
さ
れ
た
︒

市
川
市
内
最
初
の
工
事
説
明
会
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
︑
そ

の
内
容
は
外
環
道
路
千
葉
区
間
の
ほ
ぼ
南
端
に
あ
た
る
︑
高
谷
地
区
の
橋

脚
建
設
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
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〔5-4-7〕国道部暫定2車線の開通を伝える広報
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国
分
地
区
で
は
︑
事
前
に
施
工
方
法
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
工

事
が
開
始
さ
れ
た
︒
小
塚
山
公
園
で
は
︑
樹
木
を
堀
之
内
二
丁
目
の
北
千

葉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
計
画
中
の
北
千
葉
道
路
と
外
環
道
路
と
の
接
続
地
）

の
予
定
地
に
一
時
的
に
移
植
し
︑
竣
工
後
に
戻
す
こ
と
と
し
た
︒
ク
ロ
マ

ツ
の
木
が
多
く
残
る
菅
野
・
平
田
で
は
︑
試
験
的
な
ク
ロ
マ
ツ
の
移
植
工

事
が
実
施
さ
れ
た
︒
松
戸
市
矢
切
の
斜
面
林
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
た
め
一

部
撤
去
さ
れ
た
が
︑
竣
工
後
は
復
元
し
︑
さ
ら
に
ト
ン
ネ
ル
上
部
は
公
園

と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
取
得
し
た
外
環
用
地
の
一
部
は
市
川
市
が
借
用

し
︑
着
工
ま
で
の
間
︑
学
校
農
園
や
駐
輪
場
な
ど
と
し
て
活
用
し
た
︒

一
般
部
（
国
道
二
九
八
号
）
は
︑
竣
工
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
順
次
供

用
を
開
始
し
た
︒
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
に
は
︑
国
道
六
号
と
の
交

差
点
（
松
戸
市
上
矢
切
）
か
ら
県
道
一
号
市
川
松
戸
線
と
の
交
差
点
（
松

戸
市
中
矢
切
）
ま
で
が
暫
定
二
車
線
で
開
通
し
た
︒
二
〇
〇
九
年
八
月
八

日
︑
千
葉
区
間
の
南
端
に
当
た
る
︑
高
谷
か
ら
稲
荷
木
二
丁
目
（
県
道
六

号
市
川
浦
安
線
と
の
交
差
点
）
ま
で
が
︑
暫
定
二
車
線
で
市
川
市
内
最
初

の
先
行
開
通
区
間
と
な
り
︑
十
二
月
に
は
市
川
国
分
地
区
で
外
環
の
自
転

車
道
︑
歩
道
な
ど
が
一
部
開
通
し
た
︒
5
︲
4
︲
7

し
か
し
︑
工
事
の
進
捗
状
況
か
ら
︑
二
〇
一
三
年
十
二
月
︑
外
環
道
路

の
開
通
目
標
は
︑
当
初
の
二
〇
一
五
年
度
か
ら
二
〇
一
七
年
度
に
見
直
さ

れ
︑
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
十
二
月
に
︑
開
通
目
標
は
二
〇
一
八
年
六
月
へ

と
変
更
さ
れ
た
︒

〔5-4-8〕いちかわ産業フェスタでの外環道路PR活動の様子
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国
土
交
通
省
・
東
日
本
高
速
道
路
は
︑
広
報
誌
の
発
行
の
ほ
か
︑
沿
道

の
小
学
校
児
童
ら
に
よ
る
ク
ロ
マ
ツ
の
育
成
︑﹁
市
川
市
民
ま
つ
り
﹂﹁
松

戸
ま
つ
り
﹂
な
ど
へ
の
展
示
ブ
ー
ス
出
展
︑
工
事
現
場
や
埋
蔵
文
化
財
発

掘
現
場
の
見
学
会
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
P
R
活
動
を

展
開
し
た
︒
5
︲
4
︲
8

ま
た
︑
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
七
月
︑
菅

野
に
﹁
外
か
ん
相
談
所
﹂（
後
の
外
環
市
川
相
談
所
）
を
開
設
し
︑
二
〇

〇
四
年
に
松
戸
︑
そ
し
て
︑
二
〇
一
〇
年
春
に
大
和
田
と
計
三
か
所
の
相

談
所
を
開
設
し
︑
相
談
や
情
報
提
供
に
対
応
し
た
︒

二
〇
〇
四
年
︑
下
総
国
分
寺
に
程
近
い
国
分
の
北
下
遺
跡
の
外
環
用
地

か
ら
古
代
の
窯
二
基
の
跡
が
良
好
な
状
態
で
出
土
し
た
︒
5
︲
4
︲
9

国
分
寺
の
瓦
を
焼
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
重
要
な
遺
跡
と
認
め

ら
れ
︑
二
〇
一
〇
年
に
は
下
総
国
分
寺
跡
へ
の
追
加
の
形
で
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
︑
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
こ
の
遺
跡
は
外
環
道
路
か
ら
外

さ
れ
た
︒

二
〇
一
八
年
六
月
︑
予
定
よ
り
遅
れ
て
外
環
道
路
千
葉
区
間
が
全
面
開

通
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
東
関
東
自
動
車
道
や
京
葉
道
路
か
ら
︑
東
京
都

心
部
を
通
過
せ
ず
に
各
方
面
の
高
速
道
路
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
︒

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
首
都
国
道
事
務
所
・
東
日
本
高
速
道
路

関
東
支
社
・
首
都
高
速
道
路
が
二
〇
一
九
年
一
月
に
記
者
発
表
し
た
﹁
東

京
外
か
く
環
状
道
路
（
三
郷
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
高
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ

〔5-4-9〕北下遺跡の瓦窯
（千葉県教育委員会蔵）
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ョ
ン
）
開
通
後
の
整
備
効
果
﹂
に
よ
る
と
︑
高
速
道
路
に
お
い
て
は
︑
埼

玉
（
東
北
自
動
車
道
）・
千
葉
（
東
関
東
自
動
車
道
）
間
の
交
通
は
︑
こ

れ
ま
で
の
都
心
経
由
か
ら
約
八
割
が
外
環
道
に
転
換
し
て
い
た
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
一
般
道
の
交
通
で
は
︑
市
川
・
松
戸
市
内
の

主
要
な
道
路
で
交
通
量
が
約
一
割
減
少
し
︑
渋
滞
損
失
が
約
二
割
減
少
し

た
と
し
て
い
る
︒
記
者
発
表
で
は
︑
朝
七
時
台
の
通
過
時
間
調
査
で
︑
市

川
松
戸
線
・
松
戸
二
中
前
か
ら
市
川
広
小
路
ま
で
︑
約
二
一
分
か
ら
約
一

二
分
に
︑
県
道
松
戸
原
木
線
・
陣
ケ
前
か
ら
原
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま

で
︑
約
三
六
分
が
約
二
七
分
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
︑
市
川
市
内

の
通
過
時
間
が
最
大
で
約
四
割
短
縮
し
た
と
し
て
い
る
︒
市
民
か
ら
も
バ

ス
乗
車
時
間
が
短
く
な
っ
た
と
の
声
も
聞
こ
え
て
い
る
︒

多
く
の
市
民
が
住
居
を
移
転
し
︑
ま
た
大
き
な
不
安
の
な
か
で
過
ご
し

た
五
〇
年
が
市
川
市
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
︒
反
対

運
動
を
と
も
に
闘
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
れ
ば
こ
そ
︑
市
川
市
や
市
川
市

議
会
は
市
民
の
不
安
や
不
満
の
生
の
声
を
知
っ
て
い
た
︒
外
環
道
路
は
そ

の
敷
設
に
様
々
な
紛
糾
を
起
こ
し
な
が
ら
も
︑
市
川
市
が
ど
の
よ
う
な
街

な
の
か
と
い
う
現
状
を
考
え
︑
ま
た
ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
き
た
い
の
か

を
問
い
か
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒




